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２
面　

補
職
等
の
異
動
／
新
任
教
員
／
８
氏
に
名
誉
教
授

３
面　

文
科
省
支
援
に
本
学
の
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
学
費

４
面　

特
集
「
５
人
の
最
新
海
外
留
学
体
験
レ
ポ
ー
ト
」

５
面　

長
万
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
真
夏
の
マ
ド
ン
ナ
た
ち

６
面　

就
職
活
動
状
況
／
創
立
125
周
年
記
念
寄
付
者
芳
名

７
面　

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

８
面　
「
理
大
・
人
」／
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
お
知
ら
せ

い
つ
の
こ
と

か
ら
か
、
教
科

書
や
専
門
書
の

書
籍
の
厚
み
は
、

薄
く
な
り
軽
く

な
っ
て
い
る
。

哲
学
者
バ
ー
ト

ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
が
人
柄
を

褒
め
る
物
理
学
者
マ
ッ
ク
ス
・

ボ
ル
ン
と
当
時
の
助
手
で
現
在

も
現
役
の
教
授
で
あ
る
エ
ミ
ル・

ウ
ォ
ル
フ
と
の
共
著
の
〝
光
学

の
原
理
〟
の
書
籍
は
、
日
本
語

訳
が
三
冊
の
分
冊
に
な
る
ほ
ど

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
あ
り
、
光

学
、
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
分
野
で
仕

事
す
る
際
の
必
読
の
教
科
書
、

専
門
書
で
あ
る
。
因
み
に
、
マ

ッ
ク
ス
・
ボ
ル
ン
の
孫
娘
は
、

歌
手
の
オ
リ
ビ
ア
・
ニ
ュ
ー
ト

ン
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
▼
Ｉ
Ｔ
の

進
歩
に
よ
り
、
ラ
ッ
プ
ト
ッ

プ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
軽
量
化

が
進
み
、
出
張
先
に
て
ワ
イ
ヤ

レ
ス
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
繋
ぎ
世
界
各
地

の
同
業
の
仲
間
と
の
連
絡
や
論

文
を
ブ
ラ
ウ
ズ
す
る
こ
と
が
で

き
る
時
代
で
あ
る
。
▼
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
・
ゲ
ー
ム
機
が
無
い
こ

ろ
は
、
子
ど
も
は
手
作
り
で
遊

ぶ
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
。
竹

ひ
ご
を
ろ
う
そ
く
の
火
で
あ
ぶ

っ
て
曲
げ
、
ゴ
ム
動
力
の
飛
行

機
を
作
り
数
分
ぐ
ら
い
飛
行
さ

せ
て
熱
中
す
る
遊
び
が
あ
っ

た
。
理
科
的
な
遊
び
が
豊
富
で

理
科
嫌
い
の
子
は
少
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
豊
か
に
な

り
、
パ
ソ
コ
ン
が
置
か
れ
そ
の

習
熟
度
が
高
く
ソ
フ
ト
思
考
で

あ
る
一
方
で
、〝
も
の
作
り
〟

の
基
本
の
論
理
的
な
勉
強
が
手

薄
に
成
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ソ
フ
ト
が
無
け
れ

ば
物
は
作
れ
な
い
し
、
ソ
フ
ト

も
重
要
で
あ
る
事
は
自
明
で
あ

る
。
教
科
書
の
薄
さ
が
、
論
理

的
な
勉
強
の
少
な
さ
を
反
映
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、イ
ン
テ
ン

シ
ブ
に
時
間
を
か
け
計
算
し
な

が
ら
専
門
書
を
読
む
訓
練
が
必

要
か
と
思
わ
れ
る
。	

（
Ｙ
・
Ｉ
）

文部科学省の「産学官連携戦略展開事業」
本学「国際的産学官連携」機関に

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
前
者

は
さ
ら
に
、
本
学
が
採
択
さ
れ

た
「
国
際
的
な
産
学
官
連
携
活

動
の
推
進
」
の
ほ
か
「
特
色
あ

る
優
れ
た
産
学
官
連
携
活
動
の

推
進
」「
知
的
財
産
活
動
基
盤

の
強
化
」
の
三
つ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

　

—

「
国
際
的
な
産
学
官
連

携
活
動
の
推
進
」
に
採
択
さ
れ

た
の
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大

学
（
注
１
）
ば
か
り
で
す
ね
。

　
藤
本　

十
七
大
学
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
私
学

は
早
慶
と
本
学
だ
け
で
す
。
そ

の
分
、
責
任
の
大
き
さ
も
痛
感

し
て
い
ま
す
。

　

—

本
学
が
採
択
さ
れ
た
要

因
は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

　
藤
本　

本
学
で
は
「
大
学
知

的
財
産
本
部
整
備
事
業
」
に
採

択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
二

〇
〇
七
年
四
月
か
ら
、
知
的
財

産
部
門
と
Ｔ
Ｌ
Ｏ
部
門
を
包
含

し
た
科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー

に
再
編
す
る
な
ど
、
知
的
財
産

の
創
出
か
ら
活
用
ま
で
を
円
滑

に
推
進
で
き
る
体
制
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
高
く
評
価

さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
二

〇
〇
七
年
度
中
に
外
部
研
究
資

金
総
額
十
二
億
円
を
獲
得
す
る

な
ど
、
数
値
目
標
も
達
成
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
は
国
内

を
対
象
と
し
た
活
動
が
主
体
で

あ
り
、
国
際
連
携
を
組
織
的
に

進
め
る
体
制
に
は
な
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
す
。
今

回
の
採
択
に
よ
っ
て
、
基
本
特

許
の
国
際
的
な
権
利
取
得
の
促

進
、
海
外
企
業
か
ら
の
共
同
研

究
・
受
託
研
究
の
拡
充
、
国
際

的
な
知
的
財
産
人
材
の
育
成
・

確
保
な
ど
、
国
際
的
な
産
学
官

連
携
体
制
が
大
幅
に
強
化
さ
れ

る
予
定
で
、
こ
れ
は
本
学
に
と

っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
＝
図
参
照
＝

で
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
各
一
人
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
三
人
で
運
営
す
る
の
は
困

難
で
す
か
ら
、
科
学
技
術
交
流

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
も
適
宜

サ
ポ
ー
ト
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

事
務
所
に
専
門
職
員
が
一
人
常

駐
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
教

育
・
研
究
両
面
で
交
流
を
進
め

て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立

大
三
校
と
オ
ハ
イ
オ
州
立
大

（
Ｕ
Ｃ
プ
ラ
ス
ワ
ン
）
や
現
地

企
業
と
の
連
携
の
窓
口
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｃ
プ
ラ

ス
ワ
ン
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｔ

Ｌ
Ｏ
の
仕
組
み
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
の
情
報
提
供
や
、
現
地
企
業

と
の
橋
渡
し
な
ど
を
期
待
し
て

い
ま
す
。＊

２
面
に
つ
づ
く

藤本　隆・科学技術
交流センター長

「
知
財
」取
組　
評
価
さ
れ
る

藤
本
隆・科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
く

　

本
学
は
、
今
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
が
公
募
し
た
「
産
学
官

連
携
戦
略
展
開
事
業
（
戦
略
展
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
の
「
国
際

的
な
産
学
官
連
携
活
動
の
推
進
」
機
関
と
し
て
採
択
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
原
動
力
で
あ

る
大
学
等
の
知
的
財
産
戦
略
な
ど
が
持
続
的
に
展
開
さ
れ
る
よ

う
、
主
体
的
か
つ
多
様
な
特
色
あ
る
取
組
を
国
公
私
立
大
学
等

を
通
じ
て
支
援
し
、
産
学
官
連
携
活
動
全
体
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
実
施
組
織
で
あ
る
本
学
科

学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
産
学
官
連
携
の
窓
口
と
し
て
、
主

に
学
内
に
お
け
る
産
学
官
連
携
活
動
に
係
る
体
制
の
構
築
お
よ

び
基
盤
の
整
備
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
七
月
か
ら
同
セ
ン
タ

ー
内
に
学
長
直
轄
の
「
国
際
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
、

海
外
展
開
事
業
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
構
想
さ
れ
て
い
る
の
か
、
藤
本
隆
・
科
学
技
術
交
流

セ
ン
タ
ー
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

在日大使館
政府機関

国際連携プロジェクト

● 国際産学連携推進体制図 ●

専門職大学院

科学技術交流センター長

産学連携戦略委員会

統括アドバイザー

米国での活動拠点

諏訪センター 山口センター

総合研究機構

国際化推進センター

サンフランシスコ
事務所

プラットフォーム
（UCプラス・ワン）

海外技術移転機関／
特許・法律事務所

東京理科大学長

学校法人東京理科大学

技術移転部門
◆シーズ発掘・権利化
◆リエゾン
◆知財活用
◆ベンチャー支援
◆地域連携　等

知的財産部門
◆契約管理
◆知財管理
◆出願
◆先行調査
◆知財戦略　等

企画管理部門
◆企画
◆広報
◆委員会
◆庶務
◆規程管理　等

アドバイザリー・
コミッティを通
じた連携・活用

研究戦略連携

国際戦略連携

海外拠点として活用

◆国際的産学連携戦略立案
◆研究シーズの国際的な評価
◆海外技術移転機関の活用
◆プラットフォームTLOとの連携
◆国際特許調査
◆国際知財に係る啓発活動
◆知的財産の創出・管理
◆国際的な人材育成

○コンサルタント　　○知財シニアアドバイザー

　

—

「
産
学
官
連
携
戦
略
展

開
事
業
」
は
、
ど
の
よ
う
な
ね

ら
い
で
実
施
さ
れ
る
事
業
な
の

で
す
か
。

　
藤
本　
文
部
科
学
省
で
は
、

二
〇
〇
三
年
度
か
ら
「
大
学
知

的
財
産
本
部
整
備
事
業
」
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

大
学
等
に
お
け
る
知
的
財
産
の

創
出
・
取
得
・
管
理
・
活
用
を

戦
略
的
に
実
施
す
る
体
制
の
整

備
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
全

国
で
三
十
四
件
が
採
択
さ
れ
て

お
り
、
本
学
も
そ
の
一
校
で

す
。
こ
の
事
業
は
二
〇
〇
七
年

度
に
完
了
し
ま
し
た
が
、
大
学

等
の
知
的
財
産
戦
略
を
さ
ら
に

持
続
・
進
化
さ
せ
る
た
め
に
、

二
〇
〇
八
年
度
に
新
規
導
入
さ

れ
た
の
が
「
産
学
官
連
携
戦
略

展
開
事
業
」
で
す
。
戦
略
展
開

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

理
工
系
の
強
み
生
か
し
展
開

—
採
択
さ
れ
た
他
大
学
と

比
較
し
て
、
ど
こ
に
強
み
、
特

色
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
お

考
え
で
す
か
。

藤
本　

本
学
の
最
大
の
特
色

慶
應
義
塾
大
学
、
早
稲
田
大

学
、
東
京
理
科
大
学

︿
注
２
﹀
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
フ
ェ
ロ

ー
＝
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
雇
用
し
た

上
で
、
受
入
れ
機
関
に
派
遣

し
、
産
学
連
携
を
担
う
人
材
を

養
成
す
る
制
度
。

は
理
工
系
総
合
大
学
で
あ
り
、

理
工
系
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
分
野

の
研
究
者
を
擁
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
分
野
横
断
型
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
編
成
し
や
す
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
わ
け
で
、

そ
れ
が
大
き
な
強
み
に
も
な
る

は
ず
で
す
。

—
重
点
的
に
取
り
組
む
分

野
は
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
。藤

本　

最
初
か
ら
手
を
広
げ

す
ぎ
て
も
う
ま
く
い
く
と
は
思

え
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ラ
イ
フ
サ

︿
注
１
﹀
「
国
際
的
な
産
学

官
連
携
活
動
の
推
進
」
に
採
択

さ
れ
た
大
学
＝
北
海
道
大
学
、

東
北
大
学
、
東
京
大
学
、
東
京

医
科
歯
科
大
学
、
東
京
農
工
大

学
、
東
京
工
業
大
学
、
山
梨
大

学
、
新
潟
大
学
、
名
古
屋
大

学
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、

広
島
大
学
、
九
州
大
学
、
奈
良

先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
、

イ
エ
ン
ス
と
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル

を
重
点
分
野
と
し
て
、
そ
の
市

場
が
大
き
い
ア
メ
リ
カ
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
す
る
構
想
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
重
点
分
野
・
エ

リ
ア
で
成
功
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
分
野
・

エ
リ
ア
へ
の
拡
充
も
ス
ム
ー
ズ

に
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

—

次
に
、
推
進
体
制
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

藤
本　

実
務
運
営
の
中
核
と

な
る
の
が
、
学
長
直
轄
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
組
織
「
国
際
連
携
プ

塚本理事長、松浪文科副大臣と対談
「科学創造立国をめざして」をテーマに

七
月
七
日
（
月
）、
神
楽
坂

キ
ャ
ン
パ
ス
で
松
浪
健
四
郎
文

部
科
学
副
大
臣
と
本
学
の
塚
本

理
事
長
と
の
対
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
学
が
発
行
す
る
科
学

教
養
雑
誌
『
科
学
フ
ォ
ー
ラ

ム
』
の
「
巻
頭
対
談
」
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
「
科
学
創
造

立
国
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
理
科
教
育
や
基
礎
研

究
な
ど
に
関
し
て
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
『
科
学

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
九
月
号
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
購
読
ご
希
望

の
方
は
、
広
報
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
購
読
申
し
込
み
】

０
３・５
２
２
８・８
１
０
７

対談する塚本理事長左と松浪文科副大臣右
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東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
八
人
の
先
生

方
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

し
ま
し
た
。　
　
　
（
敬
称
略
）

◇
平
成
20
年
６
月
12
日
付

上
村　
　

洸　

77
歳

法
人
特
別
顧
問

元
理
学
部
第
一
部
教
授

　

上
村
先
生
は
平
成
三
年
か
ら

本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
学
部
第

一
部
学
部
長
、
理
学
研
究
科

長
、
情
報
科
学
研
究
・
教
育
機

構
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
平
成
十
五
年
か
ら
は

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
の
特

別
顧
問
も
務
め
ら
れ
、
大
学
の

運
営
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
上
村
先
生
の
専
門

は
物
性
物
理
学
で
、
高
温
超
伝

導
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る

「
上
村
・
諏
訪
モ
デ
ル
」
を
発

表
し
、
世
界
的
な
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
国
際
会
議
で
の
招

待
講
演
も
多
く
、Am

erican 
Physical Society

の
フ

ェ
ロ
ー
に
推
挙
さ
れ
た
他
、
日

本
物
理
学
会
の
会
長
も
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
学
界
の
発
展
や
物

理
教
育
の
分
野
に
お
い
て
も
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
田　

惟
雄　

72
歳

元
理
学
部
第
一
部
教
授

　

津
田
先
生
は
昭
和
五
十
七
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
学

部
第
一
部
学
部
長
、
理
学
研
究

科
長
、
東
京
理
科
大
学
図
書
館

長
を
は
じ
め
数
多
く
の
役
職
・

委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
津

田
先
生
の
研
究
は
化
合
物
の
磁

性
研
究
か
ら
は
じ
ま
り
、Nb

の
超
音
波
吸
収
の
研
究
、
超
伝

導
体—

縮
退
半
導
体
接
合
に

よ
る
ト
ン
ネ
ル
分
光
研
究
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

中
で
も
、
銅
酸
化
物
超
伝
導
体

の
ト
ン
ネ
ル
分
光
で
は
、
電
子

—

フ
ォ
ノ
ン
相
互
作
用
の
重
要

性
を
指
摘
し
て
世
界
の
注
目
を

集
め
ら
れ
、
多
く
の
国
際
会
議

で
招
待
講
演
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

植
木　

正
彬　

67
歳

理
学
部
第
一
部
教
授

　

植
木
先
生
は
昭
和
四
十
七
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
学

部
第
一
部
応
用
化
学
科
主
任
、

理
学
研
究
科
幹
事
、
大
学
院
協

議
会
委
員
な
ど
の
ほ
か
、
図
書

館
長
、
学
長
補
佐
、
教
育
開
発

セ
ン
タ
ー
長
な
ど
多
く
の
役
職

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
植
木
先

生
の
専
門
は
有
機
合
成
化
学

で
、
大
学
院
博
士
課
程
に
お
い

て
開
発
し
た
「
酸
化
還
元
系
に

よ
る
ペ
プ
チ
ド
の
新
し
い
合
成

法
」
で
衝
撃
的
な
デ
ビ
ュ
ー
を

し
て
以
来
、
ペ
プ
チ
ド
の
新
し
い

合
成
法
の
研
究
で
は
リ
ー
ダ
ー

的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
学
外
に
お
い
て
も
日

本
ペ
プ
チ
ド
学
会
の
副
会
長
や

幹
事
な
ど
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

金
元　

哲
夫　

67
歳

元
理
学
部
第
一
部
教
授

　

金
元
先
生
は
昭
和
四
十
一
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
学

部
第
一
部
学
部
長
、
理
学
研
究

科
長
な
ど
の
ほ
か
、
学
長
補

佐
、
学
生
部
長
、
学
生
よ
ろ
ず

相
談
室
長
、
保
健
体
育
科
学
セ

ン
タ
ー
長
、
保
健
管
理
セ
ン
タ

ー
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
大
学

全
体
の
運
営
お
よ
び
発
展
に
も

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
金
元
先
生

の
専
門
は
高
分
子
構
造
と
物
性

で
、
中
で
も
高
分
子
の
極
限
構

造
と
極
限
的
力
学
物
性
に
関
す

る
研
究
で
は
繊
維
学
会
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
国
内
外

の
学
術
雑
誌
の
編
集
委
員
あ
る

い
はEditorial Board

を

務
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

吉
村　
　

功　

71
歳

元
工
学
部
第
一
部
教
授

　

吉
村
先
生
は
平
成
四
年
か
ら

本
学
に
在
職
さ
れ
、
工
学
部
第

一
部
経
営
工
学
科
主
任
、
大
学

院
幹
事
な
ど
様
々
な
役
職
、
委

員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
吉
村

先
生
は
医
薬
品
の
開
発
に
お
け

る
試
験
デ
ー
タ
の
解
析
方
法
を

統
計
学
的
に
研
究
さ
れ
、
先
生

が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た
医

薬
品
の
臨
床
試
験
の
統
計
に
つ

い
て
の
国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
「
臨

床
試
験
の
た
め
の
統
計
的
原

則
」
と
し
て
通
知
さ
れ
、
国
際

的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。
ま
た
工
学
研
究
科
「
医

薬
統
計
コ
ー
ス
」
設
立
に
ご
尽

力
さ
れ
、
企
業
で
実
務
を
担
っ

て
い
る
人
材
の
再
教
育
・
育
成

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

小
口　

明
秀　

66
歳

元
理
工
学
部
教
授

　

小
口
先
生
は
昭
和
四
十
五
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
工

学
部
物
理
学
科
主
任
、
学
科
幹

事
、
研
究
科
幹
事
な
ど
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
野
田
地

区
将
来
計
画
検
討
委
員
会
委
員

長
と
し
て
野
田
地
区
の
再
開
発

に
対
す
る
答
申
を
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
野
田
地
区
の
教
育
及
び

研
究
環
境
の
大
幅
な
改
善
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
小
口
先
生
の

専
門
は
統
計
力
学
、
物
性
理
論

で
、Ising

モ
デ
ル
やH

eisen 
berg

モ
デ
ル
を
基
に
し
て
、

低
次
元
磁
性
体
、
不
純
物
磁
性

体
、
種
々
の
格
子
上
の
磁
性
体

の
研
究
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
電

子
系
で
は
、A

nderson

の

直
交
定
理
の
重
な
り
積
分
を
厳

密
に
求
め
る
こ
と
に
成
功
さ
れ

ま
し
た
。溝

口　

文
雄　

66
歳

元
理
工
学
部
教
授

　

溝
口
先
生
は
昭
和
四
十
三
年

矢
野　

俊
介
元
教
授

（
工
学
部
第
一
部
経
営
工
学
科
）

平
成
二
十
年
七
月
十
八
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
七
十
五
歳
。

葛
西　

昭
成
元
教
授

（
理
学
部
第
一
部
応
用
物
理
学

科
）
平
成
二
十
年
八
月
一
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
八
十
一
歳
。

喜
岡　

俊
英
教
授

（
工
学
部
第
二
部
電
気
工
学
科
）

平
成
二
十
年
八
月
十
五
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
六
十
四
歳
。

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
工

学
部
経
営
工
学
科
主
任
、
学
科

幹
事
、
研
究
科
幹
事
な
ど
の
ほ

か
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

長
、
野
田
図
書
館
長
、
国
際
交

流
委
員
会
委
員
長
、「
理
大
科

学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
編
集
委
員
会

委
員
長
、
な
ど
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
溝
口
先
生
は
計
算
機
科

学
研
究
の
草
創
期
か
ら
認
知
科

学
と
人
工
知
能
を
中
心
と
し
た

分
野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
、
自

動
診
断
シ
ス
テ
ム
、
学
習
シ
ス

テ
ム
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
な
ど

数
多
く
の
研
究
成
果
を
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
世
代
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
開
発
機
構

（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
）
の
設
立
を
は
じ

め
、
産
学
連
携
体
制
の
構
築
に

も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

山
田　

善
靖　

66
歳

元
理
工
学
部
教
授 　

山
田
先
生
は
昭
和
六
十
二
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
そ
の

間
、
理
工
学
部
経
営
工
学
科
主

任
、
学
科
幹
事
な
ど
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
山
田
先
生
の
専
門

は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
サ
ー

チ
、
経
営
科
学
の
中
心
的
な
分

野
で
あ
り
、
特
に
Ａ
Ｈ
Ｐ
や
Ｄ

Ｅ
Ａ
な
ど
意
思
決
定
の
評
価
に

関
す
る
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
て

国
内
外
で
広
く
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
学
外
に
お
け
る
学
術
活
動

と
し
て
も
経
営
情
報
学
会
会
長

を
は
じ
め
、
著
名
な
国
際
学
会

誌
で
あ
る
“International 
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や
、
日
本

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー

チ
学
会
編
集
担
当
理
事
、
同
編

集
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

同
学
会
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
十
月
一
日
付
で

補
職
等
の
異
動
が
発
令
さ
れ
、

大
学
院
理
工
学
研
究
科
長
に
工

業
化
学
科
の
小
中
原
猛
雄
教

授
、
専
門
職
大
学
院
総
合
科
学

技
術
経
営
研
究
科
長
に
Ｍ
Ｏ
Ｔ

の
伊
丹
敬
之
教
授
が
新
た
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

十
月
一
日
現
在
の
主
な
補
職

等
は
次
の
と
お
り
。

■
学　

部

【
理
学
部
第
一
部
】
学
部
長

　

橋
本　
　

巖
教
授（
任
期
中
）

【
理
学
部
第
二
部
】
学
部
長

　

佐
藤　
　

毅
教
授（
任
期
中
）

【
工
学
部
第
一
部
】
学
部
長

　

真
鍋　

恒
博
教
授
（
再
任
）

【
工
学
部
第
二
部
】
学
部
長

　

増
井　

典
明
教
授
（
再
任
）

【
薬
学
部
】
学
部
長

　

大
島　

広
行
教
授
（
再
任
）

【
理
工
学
部
】
学
部
長

　

大
矢　

雅
則
教
授
（
再
任
）

【
基
礎
工
学
部
】
学
部
長

　

福
田　
　

博
教
授（
任
期
中
）

【
経
営
学
部
】
学
部
長

　

原
田　
　

昇
教
授
（
再
任
）

■
大
学
院

【
理
工
学
研
究
科
】
研
究
科
長

　

小
中
原
猛
雄
教
授
（
新
任
）

【
生
命
科
学
研
究
科
】研
究
科
長

　

安
部　
　

良
教
授（
任
期
中
）

【
総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科
】

研
究
科
長

　

伊
丹　

敬
之
教
授
（
新
任
）

■
そ
の
他
の
補
職
等

【
長
万
部
教
養
部
長
】

　

藤
井　

志
郎
教
授（
任
期
中
）

【
学
生
部
】
学
生
部
長

理
二　

新
妻　

弘
教
授（
再
任
）

神
楽
坂
地
区
学
生
部
長

工
一　

庄
野　

厚
准
教
授（
新
任
）

野
田
地
区
学
生
部
長

理
工　

平
川
保
博
教
授（
任
期
中
）

久
喜
地
区
学
生
部
長

経
営　

大
島
邦
夫
教
授（
新
任
）

【
図
書
館
】
図
書
館
長
、
野
田

図
書
館
長

基
工　

宮
本
岩
男
教
授（
再
任
）

神
楽
坂
図
書
館
長

理
一　

古
川
猛
夫
教
授（
任
期
中
）

久
喜
図
書
館
長

経
営　

東
邦
仁
虎
教
授（
新
任
）

長
万
部
図
書
館
長

基
工　

高
井　

茂
教
授（
任
期
中
）

【
総
合
研
究
機
構
】
機
構
長

理
一　

福
山
秀
敏
教
授（
任
期
中
）

【
生
命
科
学
研
究
所
長
】

生
命　

安
部　

良
教
授（
任
期
中
）

【
情
報
科
学
教
育
・
研
究
機
構
】

機
構
長

基
工　

山
登
一
郎
教
授（
再
任
）

【
学
長
補
佐
】

　

石
井　
　

力
教
授（
任
期
中
）

　

植
木　

正
彬
教
授（
任
期
中
）

　

瀬
戸　

裕
之
教
授（
任
期
中
）

【
薬
学
部
】

◆
薬
学
科

教
授　

廣
田　

孝
司

（
ひ
ろ
た
・
た
か
し
）

①
千
葉
大
学
大
学
院
薬
学
研
究

科
博
士
前
期
課
程
修
了
②
第
一

三
共
株
式
会
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
部
③
薬
物
動
態
④
薬
学
博

士

教
授　

伊
集
院　

一
成

（
い
じ
ゅ
う
い
ん
・
か
ず
し
げ
）

①
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
薬
学

科
卒
業
②
株
式
会
社
田
無
薬
品

代
表
取
締
役
③
薬
局
管
理
学
、

社
会
薬
学
④
博
士
（
薬
学
）

教
授　

鹿
村　

恵
明

（
し
か
む
ら
・
よ
し
あ
き
）

①
昭
和
薬
科
大
学
薬
学
部
薬
学

科
卒
業
②
有
限
会
社
グ
ッ
ド
フ 

ァ
ー
マ
シ
ー
代
表
取
締
役
③
医

療
薬
学
、
薬
局
管
理
学
、
社
会

薬
学
④
薬
学
士

講
師　

稲
見　

圭
子

（
い
な
み
・
け
い
こ
）

①
共
立
薬
科
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
修
了
②
慶
應
義
塾
大

学
薬
学
部
有
機
薬
化
学
講
座
講

師
③
有
機
薬
化
学
④
博
士
（
薬

学
）

【
総
合
研
究
機
構
】

◆
研
究
セ
ン
タ
ー
部
火
災
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー

Ｃ
Ｏ
Ｅ
教
授　

小
林　

恭
一

（
こ
ば
や
し
・
き
ょ
う
い
ち
）

①
東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科

卒
業
②
危
険
物
保
安
技
術
協
会

理
事
③
火
災
科
学
、防
災
科
学
、

危
機
管
理
④
博
士（
工
学
）

☆
諏
訪
東
京
理
科
大
学

【
経
営
情
報
学
部
】

◆
経
営
情
報
学
科

教
授　

天
野　

輝
芳

（
あ
ま
の
・
て
る
よ
し
）

①
京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境

学
舎
地
球
環
境
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
②

株
式
会
社
島
津
製
作
所
地
球
環

境
管
理
室
室
長
③
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
環
境
管
理
会
計
、
水

環
境
学
④
経
営
学
修
士

①
最
終
学
歴　

②
前　

歴

③
専
門
分
野　

④
学　

位

　

―
―

学
内
の
他
の
組
織
と
の

連
携
も
重
要
に
な
り
そ
う
で

す
。

　

藤
本　

も
ち
ろ
ん
そ
う
で

す
。
た
と
え
ば
知
財
専
門
職
大

学
院
（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）
教
員
の
方
々

に
は
、
海
外
の
企
業
と
の
契
約

締
結
の
際
や
、
万
一
、
係
争
が

生
じ
た
場
合
の
対
応
な
ど
に
関

し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
Ｕ
Ｃ

プ
ラ
ス
ワ
ン
と
の
連
携
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
は
、
国
際
化

推
進
セ
ン
タ
ー
の
協
力
も
不
可

欠
で
す
。

　

総
合
研
究
機
構
に
対
し
て

は
、
海
外
の
企
業
の
ニ
ー
ズ
に

関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
提
供

し
ま
す
。
新
し
い
視
点
の
研
究

が
芽
生
え
る
可
能
性
が
膨
ら
む

で
し
ょ
う
。

　

―
―

そ
れ
が
教
育
・
研
究
に

も
よ
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
ね
。

　

藤
本　

そ
う
思
い
ま
す
。
国

際
的
な
連
携
が
進
行
す
る
に
つ

れ
て
、
分
野
融
合
型
の
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
次
々
に
立
ち

上
が
る
こ
と
は
確
実
で
す
。
そ

れ
に
伴
っ
て
、
外
部
か
ら
の
資

金
も
さ
ら
に
獲
得
し
や
す
く
な

り
ま
す
し
、
成
果
が
学
内
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と

で
、
教
育
・
研
究
の
充
実
に
も

反
映
さ
れ
る
と

考
え
て
い
ま

す
。

　

―
―

す
で
に

海
外
の
企
業
な

ど
と
連
携
す
る

例
は
出
て
き
て
い
る
の
で
す
か
。

　

藤
本　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
七

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
な

の
で
す
が
、
既
に
二
社
と
共
同

研
究
契
約
を
締
結
し
、
ま
た
他

一
社
と
は
現
在
、
共
同
研
究
を

目
的
に
秘
密
保
持
契
約
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

―
―

今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
。

　

藤
本　

ま
ず
は
、
本
学
の
研

究
シ
ー
ズ
を
海
外
の
企
業
に
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
こ
で
、今
年
九
月
に
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
国

際
産
学
連
携
サ
ミ
ッ
トCo 

penm
ind

に
八
つ
の
研
究

シ
ー
ズ
を
出
展
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
セ
ン

ス
協
会
総
会
、
バ
イ
オ
展
示
会

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
情

報
発
信
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
の
技
術
移
転
機
関
の

協
力
を
得
て
、
そ
の
ウ
ェ
ブ
上

で
、
本
学
の
最
新
研
究
シ
ー
ズ

情
報
を
英
語
で
発
信
す
る
取
り

組
み
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま

す
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
国
際

連
携
を
推
進
す
る
専
門
職
員
の

育
成
で
す
。
人
材
は
専
門
職
大

学
院（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
・
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）卒
業

生
の
採
用
や
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
フ
ェ
ロ

ー
（
注
２
＝
１
面
に
掲
載
）
を

活
用
し
て
確
保
し
ま
す
。今
後
、

海
外
研
修
な
ど
を
積
ん
で
も
ら

う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

―
―

最
後
に
、
今
後
の
抱
負

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

藤
本　

国
の
事
業
に
採
択
さ

れ
て
、
国
際
連
携
を
強
化
す
る

組
織
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
れ
だ
け
で
満
足
し
て
い

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と

し
た
成
果
を
あ
げ
て
い
る
か
、

常
に
検
証
す
る
姿
勢
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
十
年
後
の
数
値
目

標
と
し
て
、
技
術
移
転
の
海
外

比
率
を
一
〇
％
、
共
同
研
究
の

海
外
比
率
を
二
〇
％
に
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
お

り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

（
お
わ
り
）

８
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

上村　洸先生

津田惟雄先生

植木正彬先生

金元哲夫先生 吉村　功先生

小口明秀先生

溝口文雄先生

山田善靖先生

教
学
関
係
主
要
役
職
者（
10
月
１
日
付
）

新
任
教
員　

紹
介

（敬称略）

藤
本
隆
・
科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
く
１
面
か
ら
つ
づ
き

年
後
を
視
野
に
数
値
目
標

10

本
学
の
研
究
シ
ー
ズ
を
海
外
に
発
信

新
研
究
科
長
の
２
氏

藤本 隆・科学技術
交流センター長

理
工
学
研
究
科
長

小
中
原
猛
雄
教
授
総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科
長

伊
丹　

敬
之
教
授
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私
学
の
財
源
は
、
そ
の
大
部

分
を
学
生
納
付
金
収
入
と
補
助

金
収
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
財
政
基
盤
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
外
部
資
金
導
入

や
資
産
運
用
な
ど
積
極
的
な
収

入
増
を
図
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
が
、
現
状
で
は
学
生
納
付
金

収
入
は
帰
属
収
入
の
七
二
・
七

％
を
占
め
、
本
学
の
財
政
の
基

礎
を
成
す
最
も
重
要
な
収
入
で

す
。

　

本
学
の
学
費
の
改
定
は
、「
前

年
度
ま
で
の
人
事
院
勧
告
に
よ

る
給
与
改
定
を
基
礎
と
し
て
、

そ
の
都
度
国
庫
補
助
金
、
物
価

指
数
等
を
考
慮
し
て
決
定
す

る
」
を
算
定
方
針
と
し
、
さ
ら

に
、そ
れ
ら
の
推
移・
学
生
数・

教
育
研
究
へ
の
取
り
組
み
・
施

設
や
設
備
の
整
備
・
財
政
状
況

等
を
総
合
的
に
判
断
し
た
う
え

で
、「
新
入
学
生
」
の
み
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
創
立
百
二
十
五

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

神
楽
坂
校
舎
及
び
野
田
校
舎
の

再
構
築
計
画
を
推
進
し
、
さ
ら

な
る
環
境
設
備
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
財
政
の
長
期
安
定
化
を

確
立
す
る
た
め
に
も
、
学
費
改

定
に
よ
り
学
生
納
付
金
の
増
収

を
図
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
父
母
・
学
生
の
経
済
的

負
担
に
極
力
配
慮
し
、
平
成
二

十
一
年
度
新
入
学
生
に
対
す
る

学
費
は
、
理
学
研
究
科
数
学
専

攻
を
除
き
、
据
置
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
に
実
施
す

る
大
学
院
再
編
に
伴
い
、
研
究

科
全
体
の
学
費
体
系
を
見
直
し

た
結
果
、
理
学
研
究
科
数
学
専

攻
の
実
験
実
習
費
を
四
万
五
百
円
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
今
回
の
学
費
改
定
は
、
平
成
二
十
一
年
度
新
入
学
生
に
対
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
在
学
生
の
学
費
は
改
定
さ
れ
ま

せ
ん
）

　

�

理
学
部
第
一
部
学
部
長
兼
理

学
研
究
科
長
・
橋
本　

巖

■
概　

要

　

本
学
は
、
平
成
十
九
年
度
に

国
際
化
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
先

端
的
国
際
連
携
支
援
）
に
採
択

さ
れ
、
現
在
、
米
国
有
数
の
研

究
型
大
学
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
デ
イ
ビ
ス
校
、
サ
ン

タ
ク
ル
ー
ズ
校
、
お
よ
び
オ
ハ

イ
オ
州
立
大
学
の
三
大
学
と
連

携
し
、
学
部
一
年
間
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
大
学
院
ダ
ブ
ル
マ
ス

タ
ー
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
機
能
さ
せ
、
大
学
院
修
士
課

程
修
了
時
に
本
学
と
留
学
先
大

学
か
ら
二
つ
の
修
士
学
位
（
ダ

ブ
ル
マ
ス
タ
ー
デ
ィ
グ
リ
ー
）

を
取
得
す
る
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
回
採
択
さ
れ
た
本

取
組
の
目
的
は
、
こ
の
国
際
連

携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
更
に
次
の
二

つ
の
方
向
に
加
速
さ
せ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
＝
図
参
照
。

　

①
水
平
方
向
加
速
：
理
学
部

第
一
部
・
理
学
部
第
二
部
・
理

学
研
究
科
が
実
施
し
て
い
る
取

組
を
、
他
学
部
学
科
・
研
究
科

に
広
げ
、
全
学
的
な
取
組
に
拡

大
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
更

に
海
外
の
連
携
大
学
を
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

校
、
同
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
校

等
に
広
げ
る
。

　

②
垂
直
方
向
加
速
：
こ
れ
ら

海
外
の
連
携
大
学
の
協
力
を
得

て
、
ナ
ノ
・
物
質
科
学
、
総
合

化
学
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
で
英
語
に
よ
る
体
系
的
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
将

来
の
大
学
院
国
際
コ
ー
ス
の
提

供
を
目
指
し
、
本
学
の
国
際
化

を
総
合
的
に
加
速
・
推
進
さ
せ

る
も
の
で
す
。

■
目　

標

　

本
取
組
は
、
本
学
の
ビ
ジ
ョ

ン
で
あ
る
世
界
を
先
導
す
る
研

究
教
育
の
情
熱
拠
点
と
し
て
国

際
競
争
力
の
あ
る
世
界
最
高
水

準
の
教
育
研
究
拠
点
の
構
築
を

支
援
す
る
も
の
で
、
本
学
の
教

育
理
念
・
目
標
を
具
現
化
す
る

取
組
の
一
つ
で
す
。
本
学
学
生

が
連
携
大
学
で
国
際
化
の
た
め

の
教
育
支
援
を
受
け
る
ア
プ
ロ

ー
チ
に
加
え
、
本
学
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
連
携
大
学
か
ら
の

交
換
留
学
生
、
外
国
人
留
学

生
、
日
本
人
学
生
が
切
磋
琢
磨

す
る
環
境
を
創
出
す
る
こ
と

で
、
本
学
教
育
研
究
の
国
際
的

通
用
性
の
向
上
や
国
際
競
争
力

の
強
化
・
国
際
的
認
知
度
の
向

上
を
図
る
も
の
で
す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
各
大
学
な
ど
に
お
け
る
大
学
改
革
の
取

組
が
一
層
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
競

争
的
環
境
の
下
で
、
特
色・個
性
あ
る
優
れ
た
取
組
を
選
定・

支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
本
学
申
請
の
二
つ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
新
た
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
紙
前
号
で
紹
介
し
た

「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
の
採
択
を
併
せ
、

同
省
に
お
け
る
「
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
改
革

の
支
援
」
公
募
事
業
に
今
年
度
新
た
に
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
合
計
三
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
の
は
「
専
門
職
大
学
院
等
に
お
け
る
高
度
専

門
職
業
人
養
成
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
大
学
教
育
の

国
際
化
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
国
際
共
同
・
連
携
支
援
（
総
合

戦
略
型
））」
の
各
公
募
に
対
す
る
も
の
で
す
。
内
容
は
次
の

と
お
り
。

　

こ
の
事
業
は
、
専
門
職
大
学

院
を
設
置
し
て
い
る
国
公
私
立

大
学
を
対
象
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
し
た
国
際
競
争
力
を

高
め
る
た
め
の
取
組
や
、
教
育

の
質
を
保
証
す
る
た
め
の
複
数

ま
た
は
す
べ
て
の
専
門
職
大
学

院
で
共
有
で
き
る
教
育
課
題
等

に
対
応
す
る
取
組
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。
今
年
度
の
当
該
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
募
集
は
、
①
専
門

職
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
②

産
学
人
材
育
成
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
本

学
が
申
請
し
た
前
者
は
四
十
件

の
う
ち
十
八
件
が
、
後
者
は

十
九
件
う
ち
八
件
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

■�

取
組
名
「
コ
ン
セ
プ
ト
・
フ

ィ
ー
ル
ド
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

教
育
」

■
概　

要

　

本
取
組
は
、
我
が
国
の
技
術

関
連
企
業
人
の
中
で
高
度
な

“
Ｍ
Ｏ
Ｔ
型
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
”

を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
方
法

の
開
発
と
実
験
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
我
が
国
の
産
業
の
国

際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
、
技
術
と
市
場
を
的
確
に

つ
な
ぎ
、
科
学
技
術
の
成
果
を

産
業
の
現
場
で
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
人

材
の
育
成
が
重
要
で
す
。
そ
う

し
た
人
材
に
は
、
新
市
場
を
創

出
す
る
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
創

造
力
、
現
場
で
直
面
す
る
様
々

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
現

実
洞
察
力
、
の
両
方
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
能
力
育
成

の
た
め
に
、
市
場
や
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の

現
場
と
い
っ
た「
フ
ィ
ー
ル
ド
」

と
そ
れ
ら
を
抽
象
化
し
て
捉
え

る
「
コ
ン
セ
プ
ト
」
の
両
方
を

行
き
来
し
て
も
の
を
考
え
る
経

験
が
必
要
だ
と
考
え
“「
フ
ィ

ー
ル
ド
」
と
「
コ
ン
セ
プ
ト
」

と
の
相
互
作
用
”
が
生
ま
れ
や

す
い
Ｍ
Ｏ
Ｔ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
り
、
そ
の
相
互
作
用
を
学
生

達
に
体
験
さ
せ
る
た
め
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一

橋
大
学
商
学
研
究
科
経
営
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
攻
及
び
日
本

能
率
協
会
と
連
携
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
各
大
学
の
国

際
化
を
目
指
し
た
戦
略
・
構
想

に
基
づ
き
、
教
育
内
容
・
水
準

の
向
上
や
学
生
と
留
学
生
と
が

切
磋
琢
磨
す
る
環
境
の
創
出
な

ど
、
我
が
国
の
高
等
教
育
の
国

際
競
争
力
の
強
化
や
国
際
的
通

用
性
・
共
通
性
の
向
上
を
図
る

取
組
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

「
国
際
共
同
・
連
携
支
援
」
に
は

「
総
合
戦
略
型
」
と
「
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
型
」
の
二
つ
の
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
今
回

採
択
さ
れ
た「
総
合
戦
略
型
」は
、

海
外
大
学
と
の
単
位
互
換
、
ダ

ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
な
ど
の
相

互
連
携
、
英
語
に
よ
る
体
系
的

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
な
ど
、
各
大
学
の
国
際
化

戦
略
に
基
づ
い
た
総
合
的
体
系

的
な
取
組
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
三
十
三
件
の
う
ち
六
件
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
立
大

学
と
し
て
は
唯
一
本
学
が
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

■�

取
組
名
「
総
合
的
な
国
際
連

携
に
基
づ
く
理
工
学
教
育
拠

点
形
成
」

■
取
組
単
位

　

�

理
学
研
究
科
、
理
工
学
研
究

科
、
薬
学
研
究
科
、
経
営
学

研
究
科

■
取
組
担
当
者

Ｍ
Ｏ
Ｔ
型
人
材
育
成
の
道
開
く

専
門
職
大
学
院
等
に
お
け
る
高
度
専
門

職
業
人
養
成
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
学
を
国
際
教
育
研
究
拠
点
に

大
学
教
育
の
国
際
化
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
国
際
共
同
・
連
携
支
援〔
総
合
戦
略
型
〕）

新
入
学
生
に
対
す
る
学
費
に
つ
い
て

平
成
　
年
度

21

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
理
事
会

文部科学省支援の大学教育改革への取組

本学の２プログラム　採択本学の２プログラム　採択

○上記の他、学生傷害共済補償費および父母会費を徴収する
○平成21年度初年度納付金は、前年度据え置きである

第
一
部

理
学
部

第
一
部

工
学
部

工
学
部

基
　

礎

学
部

経
営

第
二
部

工
学
部

理
　

工
　

学
　

部

第
二
部

理
学
部

薬
学
部

３００,０００

３００,０００

３００,０００

３００,０００
１,３５５,０００
１,４１５,０００
１,４６２,０００

１,４１５,０００
１,４８１,０００
１,４３０,０００
１,４６３,０００
１,４８５,０００
１,５０４,０００
１,５１１,０００
１,５１７,０００
１,５００,０００

１,５００,０００

１,５３０,０００

１,２８４,０００

７8５,０００
834,０００
８7５,０００
８３０,０００
８４５,０００

０
６０,０００
６７,０００

６０,０００
８６,０００
７５,０００
３８,０００
６０,０００
７９,０００
８６,０００
９２,０００
７５,０００

１,５１２,０００８７,０００
７５,０００

７５,０００

３４,０００

０
４９,０００
６０,０００
６０,０００
７５,０００

２３０,０００

２７０,０００

２３０,０００
２７０,０００
２３０,０００

３３０,０００

２３０,０００

１０５,０００

１３５,０００

１１０,０００

８２５,０００

１,４００,０００
１,０００,０００

５５０,０００
５５０,０００

９５,０００
９５,０００

２,３４５,０００
１,９４５,０００

８２５,０００

８２５,０００ ３００,０００

８２５,０００

７２０,０００３００,０００

53０,０００

５１０,０００

数 学 科
数理情報科学科
物 理 学 科
応用物理学科
化 学 科
応 用 化 学 科

薬学科（６年制）

生命創薬科学科

建 築 学 科
経 営 工 学 科

工 業 化 学 科

電 気 工 学 科
機 械 工 学 科

電気電子情報工学科
機 械 工 学 科

数 学 科

物 理 学 科
建 築 学 科

経 営 工 学 科

情 報 科 学 科

応用生物科学科

土 木 工 学 科

工 業 化 学 科

経 営 学 科

数 学 科

物 理 学 科

化 学 科

建 築 学 科
経 営 工 学 科

電 気 工 学 科

電子応用工学科
材 料 工 学 科
生 物 工 学 科

１５０,０００

１５０,０００

３００,０００

２８０,０００

1,260,5００

１,３01,０００

１,３０１,０００
１,３２３,０００
１，３６９,０００

１,３６９,０００

１,３８４,０００

１,０４０,０００

40,5００

81,０００

１,３８４,０００１６４,０００

１,３６９,０００１４９,０００

１,３８５,０００１６５,０００

８１,０００
１０３,０００
１４９,０００

１,３０１,０００
１，３６９,０００

８１,０００
１４９,０００

１,３０１,０００
１，３６９,０００

８１,０００
１４９,０００

１,３０１,０００
１，３６９,０００

８１,０００
１４９,０００

１４９,０００

１６４,０００
１,３６９,０００
１,３８４,０００

１４９,０００
１６４,０００

２０,０００

２４０,０００

２４０,０００

１００,０００

７００,０００

２８０,０００ ２４０,０００７００,０００

２８０,０００ ２４０,０００７００,０００

２８０,０００ ２４０,０００７００,０００

７００,０００

６４０,０００

１,３８５,０００１６５,０００２４０,０００７００,０００

数 学 専 攻

物 理 学 専 攻

数理情報科学専攻

応用物理学専攻

薬 学 専 攻

２８０,０００ ２４０,０００７００,０００科学教育専攻

２８０,０００ ２４０,０００７００,０００総合化学専攻

経 営 学 専 攻

生命科学専攻

経営工学専攻

機械工学専攻

情報科学専攻
建 築 学 専 攻
電気工学専攻
経営工学専攻
機械工学専攻
土木工学専攻

建 築 学 専 攻

電気工学専攻

数 学 専 攻

物 理 学 専 攻

応用生物科学専攻
工 業 化 学 専 攻
電子応用工学専攻
材 料 工 学 専 攻

生物工学専攻

技術経営専攻

知的財産戦略専攻

２８０,０００

２８０,０００

２８０,０００ ３００,０００１,１２０,０００ １,７００,０００－

２８０,０００

研
究
科

薬
　

学

研
究
科

総
合
化
学
研
究
科

科
学
教
育

研
究
科

経
営
学

研
究
科

工
　

学

研
究
科

基
礎
工
学

理
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

研
究
科

生
命
科
学
経
営
研
究
科

総
合
科
学
技
術

研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計

（注）①理学研究科数理情報科学専攻博士後期課程の実験実習費は半額とする
②理学研究科物理学専攻および応用物理学専攻、科学教育研究科科学教育専攻、理工学研
究科物理学専攻の実験実習費欄の上段は理論系、下段は実験系を表す

③科学教育研究科科学教育専攻の２年次学費は、履修形態により異なる
○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する
○施設設備費は、入学年次のみ納入する（総合科学技術経営研究科を除く）
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、東京理科大学大学院修士課程に進

学する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする（総合科学技術経営研究科は、
入学金のみ半額とする）

○博士：学校法人東京理科大学の設置する大学の卒業者又は大学院修士課程の修了者で、東
京理科大学大学院博士後期課程に進学する者は、入学金および施設設備費を全額免除
し、実験実習費を半額とする。さらに上記の者を含む博士後期課程入学者を対象に、学
業等優秀と認められた者の授業料を半額免除とする制度がある

【１】 平成21年度　東京理科大学　初年度納付金
○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である
○２年次以降の実験実習費は、各専攻等により異なることがある
○薬学部薬学科の実務薬学実習費は履修時に別途徴収する　　　　　　　　　　（単位：円）

【２】 平成21年度　東京理科大学大学院　初年度納付金
（単位：円）

【５】 平成21年度 諏訪東京理科大学 初年度納付金

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する
○平成21年度初年度納付金は、前年度据え置きである
○施設設備費は、入学年次のみ納入する
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、山口東京理科大学大学院修士課程に

進学する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする
○博士：学校法人東京理科大学の設置する大学の卒業者又は大学院修士課程の修了者で、山

口東京理科大学大学院博士後期課程に進学する者は、入学金および施設設備費を全額
免除とする。さらに上記の者を含む博士後期課程入学者を対象に、学業等優秀と認められ
た者の授業料を半額免除とする制度がある

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する

【４】 平成21年度 山口東京理科大学大学院 初年度納付金

【３】 平成21年度 山口東京理科大学 初年度納付金

２９０,０００ １,２９４,０００２００,０００８０４,０００
機 械 工 学 科

電 気 工 学 科

応 用 化 学 科

工
学
部

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する
○平成21年度初年度納付金は、前年度据え置きである

２８０,０００ １,４１０,０００２６０,０００８７０,０００

２８０,０００ １,２２０,０００２００,０００７４０,０００

工
学
部

シ
ス
テ
ム

２８０,０００ １,３２９,０００２００,０００８４９,０００
研
究
科

基
礎
工
学

学

部

経
営
情
報

経営情報学科

基礎工学専攻

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する
○平成21年度初年度納付金は、前年度据え置きである
○施設設備費は、入学年次のみ納入する
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、諏訪東京理科大学大学院修士課程

に進学する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする

【６】 平成21年度 諏訪東京理科大学大学院 初年度納付金

２８０,０００ １,２８０,０００２００,０００８００,０００
ト
研
究
科

ネ
ジ
メ
ン

工
学
・
マ

工　　学　　・ 
マネジメント専攻

電 子システム
工 学 科
機 械システム
工 学 科

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費

研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費

○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である　　　　　　　　（単位：円）

（単位：円）

○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である　　　　　　　　（単位：円）

合　　　計

合　　　計

研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費

（単位：円）

合　　　計

合　　　計

理学部1部、理学部2部
（物理、化学、数学関連
分野）

英
語
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

学内参加学部学科の拡大

経営学部経営学科

応用生物学科

薬学部生命創薬学科

生物工学科

工業化学

海
外
パ
ー
トナ
ー
大
学
の
拡
大

工学部他全
学的取組

UCSC, UCD、OSU
UCSB, UCLA

UCB, UCSF他

ウォータールー大学,
トロント大学

連携大学提供によ
る集中講義

複数の英語による
専門授業の開設

英語による専門科目6
講義（全12単位）及び
複数の集中講義（2 単
位）を開設

英語による体系的なマスター教育プログラムの確立英語による体系的なマスター教育プログラムの確立

拡大版国際
連携

現状

加速取組

ゴール

総合化学

ナノ・物質科学

バイオ

加速取組：



　

ま
た
語
学
学

校
で
の
、
数
多

く
の
友
人
と
の

出
会
い
は
か
け

が
え
の
な
い
も

の
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
に
い

た
頃
は
、
大
学

を
卒
業
し
た
ら

就
職
す
る
か
大

学
院
に
行
く
か

の
二
者
択
一
だ

と
当
然
の
よ
う

に
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

経
験
を
積
ん
で
き
て
い
る
彼
ら

と
過
ご
す
中
で
、
そ
ん
な
型
ど

お
り
の
自
分
の
考
え
が
ま
る
で

意
味
の
な
い
ち
っ
ぽ
け
な
も
の

に
思
え
ま
し
た
。
自
己
責
任
を

し
っ
か
り
と
持
っ
た
上
で
、
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
に
素
直

に
、
そ
し
て
力
強
く
向
か
っ
て

い
る
彼
ら
の
姿
が
頼
も
し
く
輝

い
て
見
え
た
の
で
す
。

　

こ
う
や
っ
て
自
分
が
興
味
を

も
つ
も
の
に
挑
戦
で
き
る
と
い

う
の
は
、
大
変
幸
せ
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
自
分
を
支
え
て

く
れ
る
た
く
さ
ん
の
人
に
よ
い

報
告
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

を
惜
し
ま
ず
、
仲
間
と
共
に
充

実
し
た
日
々
を
楽
し
み
た
い
で

す
。

彼
女
は
笑
っ
て
「
そ
ん
な
こ
と

は
気
に
し
な
い
で
い
い
の
よ
。

私
達
は
そ
ん
な
フ
ォ
ー
マ
ル
な

仲
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
」
と
答

え
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
の
時

彼
女
が
私
を
ま
る
で
家
族
の
一

員
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
く
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

　

一
度
、
大
き
な
ス
ラ
ン
プ
を

経
験
し
ま
し
た
。
他
人
同
士
の

会
話
が
聞
き
取
れ
て
も
会
話
の

矛
先
が
自
分
に
向
け
ら
れ
た
途

端
に
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
、

英
語
ば
か
り
か
日
本
語
も
出
て

こ
な
い
と
い
う
状
態
が
し
ば
ら

く
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

は
、
日
本
に
い
る
友
人
や
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
留
学
生
の
友
人

達
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
励
み

に
な
り
ま
し
た
。

米
オ
レ
ゴ
ン
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム　

31
日
間

将
来
へ
の
大
き
な
夢
が
生
ま
れ
た

工
研
・
電
気
・
修
２
　

太
田
　

洋
平

　

私
は
オ
レ
ゴ
ン
サ
マ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
多
く
の
刺

激
を
受
け
、
貴
重
な
経
験
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

オ
レ
ゴ
ン
州
は
ア
メ
リ
カ
の

西
海
岸
沿
い
に
あ
る
自
然
が
豊

か
な
州
で
す
。
私
が
滞
在
し
た

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
は
緑
の
多
い

美
し
い
街
で
、
周
り
を
見
渡
せ

ば
野
生
の
リ
ス
が
無
邪
気
に
遊

ん
で
い
る
姿
も
多
々
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
私
が

通
っ
た
州
立
大
学
（
Ｐ
Ｓ
Ｕ
）

は
、
南
北
に
長
い
緑
深
い
公
園

の
両
サ
イ
ド
に
学
舎
や
関
係
機

関
の
ビ
ル
が
続
き
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
を
誰
も
が
自
由
に
散
歩
で

き
る
、
そ
ん
な
素
敵
な
場
所
で

し
た
。

　

私
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
動
機
は
、
英
語
を
学
ぶ

き
っ
か
け
を
手
に
入
れ
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
学
部
生
活
の
中

で
は
英
語
に
力
を
入
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
大
学

院
に
進
み
、
就
職
活
動
も
終
わ

り
来
年
か
ら
車
会
社
に
就
職
す

る
私
と
し
て
は
「
将
来
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
海
外
で
も
仕
事

を
し
て
み
た
い
！
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ
で
の
英
語

（
Ｅ
Ｓ
Ｌ
）
の
授
業
で
は
、
恥

じ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
積
極
的
に

発
言
を
し
、
例
え
難
し
い
表
現

で
も
自
分
の
意
見
が
相
手
に
伝

わ
る
ま
で
諦
め
ず
に
英
語
で
話

し
、
同
じ
理
科
大
の
生
徒
同
士

で
も
英
語
の
み
で
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
る
七
十
歳
く
ら
い
の
お
じ
さ

ん
だ
っ
た
の
で
、
週
末
の
二
日

間
に
日
本
語
を
全
く
話
さ
な
か

っ
た
な
ど
、
英
語
を
学
ぶ
に
は

最
高
の
環
境
で
し
た
。
他
に

も
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
方
た
ち

や
、
食
事
・
買
い
物
・
小
旅
行

な
ど
の
日
常
会
話
で
も
多
く
の

挑
戦
を
し
ま
し
た
。

　

日
本
に
帰
っ
て
き
た
今
、
一

番
重
要
な
こ
と
は
英
語
を
学
ぶ

こ
と
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下

げ
ず
に
日
々
続
け
て
い
く
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
勉
強
や
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
メ
ー
ル
、

研
究
室
の
留
学
生
と
の
会
話
な

ど
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
留
学
で
出
会
っ
た
最

高
の
仲
間
た
ち
と
も
、
こ
れ
か

ら
の
英
語
を
学
ぶ
こ
と
に
対
す

る
意
識
を
共
有
し
あ
い
、
多
く

の
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

Thank you so m
uch !

　

I love O
regon !

　

一
ヵ
月
の
イ
ン
ド
研
修
は
あ

っ
と
い
う
間
で
し
た
。
生
活
に

慣
れ
る
の
に
二
週
間
、
疲
れ
が

出
て
き
た
三
週
目
、
楽
し
く
な

っ
て
き
た
四
週
目
、
そ
し
て
も

う
明
日
は
帰
国
の
日
？　

と
い

う
感
じ
で
す
。
こ
れ
か
ら
な
の

に
…
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り

ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
思
っ
た

人
、
逆
の
思
い
の
人
、
ど
ち
ら

も
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
肝
心
の
研
修
で
す
が
、

英
語
と
Ｉ
Ｔ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
た
。
英
語
は
対
話
形
式
中
心

の
授
業
、
Ｉ
Ｔ
は
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ

等
の
基
本
的
な
使
用
方
法
を
教

わ
り
ま
し
た
。
全
て
英
語
で
説

明
さ
れ
る
た
め
、
常
に
必
死
だ

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

英
語
、
Ｉ
Ｔ
の
授
業
に
共
通
し

て
い
た
こ
と
は
、
ど
の
先
生
も

わ
か
ら
な
く
て
も
優
し
く
振
舞

っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
更
に

周
り
の
研
修
生
も
い
た
お
か
げ

で
学
校
に
行
く
の
は
楽
し
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
と
一
ヵ
月
の
共

同
生
活
も
貴
重
な
経
験
で
し

た
。
自
分
の
常
識
が
通
じ
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
学
生
の

う
ち
に
共
同
生
活
の
難
し
さ
を

経
験
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

勉
強
以
外
に
も
現
地
学
生
と

の
交
流
、
ヨ
ガ
、
民
族
舞
踊
等

で
す
。
特
に
交
流
相
手
の
家
に

招
待
し
て
も
ら
う
な
ど
、
と
て

も
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
交
流
し
た
人
と
は
帰
国

後
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
世
界
遺
産
の
ア
ジ
ャ

ン
タ
・
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
遺
跡
も

衝
撃
的
で
し
た
。
細
部
ま
で
彫

り
刻
ま
れ
て
い
る
あ
の
迫
力
は

文
章
で
は
表
現
で
き
ま
せ
ん
。

実
物
を
見
な
く
て
は
わ
か
ら
な

い
世
界
で
す
。
初
め
て
世
界
遺

産
を
見
た
の
で
す
が
、
生
き
て

い
る
う
ち
に
見
る
価
値
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
他
の
国

の
文
化
や
世
界
遺
産
を
見
て
回

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
、
イ
ン
ド
研

修
が
海
外
に
目
を
向
け
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
英
語
や

Ｉ
Ｔ
の
勉
強
よ
り
も
、
世
界
の

現
実
を
見
ら
れ
た
こ
と
も
大
き

な
収
穫
で
す
。
そ
の
た
め
周
り

の
人
に
イ
ン
ド
に
行
く
こ
と
を

強
く
勧
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
イ
ン
ド
の
土
地
、

人
、
雰
囲
気
全
て
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。

英
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム　

30
日
間

日
本
や
世
界
を
見
る
目
が
変
わ
る

理
工
・
機
械
・
３
年
　

木
村
　

太
紀

　

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
一
言
で

言
え
ば
サ
ッ
カ
ー
の
街
。
道
行

け
ば
、
あ
る
の
は
バ
ー
や
ス
ポ

ー
ツ
パ
ブ
ば
か
り
。
試
合
の
あ

る
日
は
知
ら
な
い
人
も
普
通
に

話
し
か
け
、
チ
ー
ム
が
勝
っ
た

翌
日
は
先
生
達
の
機
嫌
も
い

い
。

　

授
業
初
日
、
う
ち
の
ク
ラ
ス

は
ト
ル
コ
人
二
人
、
ス
ペ
イ
ン

人
三
人
、
台
湾
人
一
人
に
日
本

人
九
人
。

　

会
話
が
全
然
聞
き
取
れ
な

い
。
落
胆
し
な
が
ら
、
寮
に
帰

っ
て
同
じ
ク
ラ
ス
の
友
達
と
必

死
に
宿
題
を
済
ま
せ
た
。
宿
題

の
量
は
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
違
っ

て
、
夕
食
の
後
は
部
屋
で
飲
ん

だ
り
、
コ
ー
ト
で
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
た
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
。

　

一
週
間
も
す
れ
ば
英
語
に
耳

も
慣
れ
る
け
ど
、
た
だ
聞
く
だ

け
で
終
わ
っ
て
、
言
い
た
い
こ

と
が
言
え
な
く
て
も
っ
と
し
ゃ

べ
り
た
い
っ
て
気
持
ち
が
強
く

な
っ
て
く
る
。
三
週
目
あ
た
り

か
ら
、
よ
う
や
く
が
む
し
ゃ
ら

だ
け
ど
少
し
ず
つ
自
分
の
言
い

た
い
こ
と
を
い
え
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
と
、
外
国
人
と
も
一

緒
に
ご
飯
や
遊
び
に
行
け
る
よ

う
に
な
っ
て
ど
ん
ど
ん
楽
し
く

な
っ
て
い
っ
た
。

　

一
カ
月
で
英
語
力
が
ど
れ
だ

右から５人目が木村太紀さん

＊メモ：グレートマンチェスター州マンチェスター
大学・８月３日〜９月１日・参加者27人

手前中央が太田洋平さん

＊メモ：オレゴン州ポートランド州立大学・８月６
日〜９月５日・参加者43人

イ
ン
ド
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム　

33
日
間

海
外
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に

工
研
・
電
気
・
修
１
　

品
田
　

俊
行

前列右から２人目が品田俊行さん

＊メモ：マハーラシュトラ州プネ市ソフトブリッジ教育
センター・８月７日〜９月８日・参加者10人

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学　

１
年
間

か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
出
会
い

理
１
・
応
化
・
３
年
　

平
原
　

綾
乃

　

自
分
で
動
か
な
い
と
何
も
変

わ
ら
な
い
、
そ
れ
を
今
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
英
語
ば
か

り
で
な
く
自
分
の
生
活
ス
タ
イ

ル
を
根
本
か
ら
見
直
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
来
た
当
初
は
、

目
に
映
る
も
の
全
て
が
新
鮮
で

し
た
。
家
中
に
飛
び
交
う
英
語

の
会
話
も
、
広
大
な
太
平
洋

も
、
町
を
歩
く
人
々
も
、
今
ま

で
の
生
活
で
見
て
き
た
も
の
と

は
ま
る
で
違
っ
て
い
て
、
自
分

が
そ
の
社
会
の
中
で
生
活
し
て

い
く
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
の

生
活
に
は
す
ぐ
に
慣
れ
ま
し

た
。
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
親
切
で

よ
く
話
し
か
け

て
く
れ
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、

私
が
夕
飯
を
外

で
済
ま
せ
て
帰

る
途
中
、
ホ
ス

ト
マ
ザ
ー
か
ら

も
ら
っ
た
電
話

で
の
会
話
で

す
。
私
が
外
食

の
こ
と
を
先
に

彼
女
に
伝
え
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
謝
る
と
、

後列右から３人目が平原綾乃さん

＊メモ：サンタクルーズ校・３月29日〜来年３月・
派遣８人（同大デイビス校にも６人）

独
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
専
門
大
学　

93
日
間

理
解
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
学
ぶ

基
工
研
・
電
子
・
修
２
　

手
島
　

飛
鳥

　

私
は
昨
年
、
交
流
協
定
派
遣

事
業
を
利
用
し
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ

ス
マ
ー
ル
専
門
大
学
に
留
学
し

ま
し
た
。
本
事
業
は
学
生
が
主

体
的
に
留
学
先
、
期
間
、
研
究

内
容
、
宿
泊
施
設
な
ど
全
て
を

直
接
現
地
の
大
学
と
決
定
し
ま

す
。
他
の
留
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は
こ
の
点
が
大
き
く
異
な
っ

て
お
り
、
学
生
の
留
学
に
対
す

る
強
い
意
志
の
上
に
実
現
す
る

も
の
で
す
。
本
事
業
へ
の
参
加

目
的
は
世
界
で
所
属
を
持
ち
、

特
に
研
究
を
す
る
と
い
う
こ
と

が
自
分
に
と
っ
て
ど
う
い
う
こ

と
か
、
ま
た
は
自
分
が
ど
う
実

践
し
て
い
く
か
を
試
す
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

実
際
、
現
地
で
は
オ
プ
テ
ィ

カ
ル
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
研
究
を
任
さ
れ
、
特
に
私
は

実
験
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
担
当

し
、
数
種
類
の
実
験
装
置
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
制
御
を
行
い
ま
し

た
。
当
初
こ
の
研
究
内
容
に
つ

い
て
の
知
識
も
こ
こ
で
扱
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
言
語
の
経
験
も
ほ
と

ん
ど
無
く
、
一
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
求
め
ら

れ
た
内
容
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
ず
扱

う
対
象
に
興
味
を
持
ち
、
毎
日

必
ず
教
授
と
経
過
、
方
法
論
に

つ
い
て
専
門
的
に
議
論
し
、
学

ん
だ
こ
と
教
わ
っ
た
こ
と
を
詳

細
に
ノ
ー
ト
に
記
録
す
る
と
い

う
、
技
術
を
扱
う
人
と
し
て
の

基
本
が
実
践
で
き
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
現

所
属
研
究
室
の
蟹
江
教
授
か
ら

教
わ
り
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
世
界

で
研
究
す
る
と
い
う
こ
と
は
実

は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
経
験
を
通
し
、
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
こ
の
留
学
は
日
本
と
異

な
る
環
境
で
研
究
を
行
う
と
い

う
こ
と
に
意
味
が
あ
り
、
貴
重

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
世
界

中
の
人
間
と
交
流
を
し
、
互
い

に
理
解
し
合
え
る
こ
と
に
興
奮

し
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
人

と
の
出
会
い
、
経
験
が
私
の
基

礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

考
え
を
持
ち
、
議
論
し
、
人
と

理
解
し
合
う
能
力
は
将
来
が
求

め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
重
要

性
を
深
く
理
解
し
ま
し
た
。

左端が手島飛鳥さん

＊メモ：学術交流協定校派遣事業の一つ・昨年11
月１日〜今年２月１日

け
伸
び
る
だ
ろ
う
か
と
か
初
め

は
考
え
て
い
た
け
ど
、
大
切
な

の
は
そ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
な
か
っ

た
。
今
ま
で
興
味
の
な
か
っ
た

サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
を
た
た
き
こ

ま
れ
た
り
、
バ
ス
の
多
さ
や
バ

イ
ク
が
一
台
も
走
っ
て
な
い
こ

と
に
驚
い
た
り
、
ポ
リ
袋
が
有

料
だ
っ
た
り
、
ス
ー
パ
ー
が
全

部
十
時
に
は
し
ま
っ
た
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
チ
ッ
プ
が
必
要
だ

っ
た
り
。

　

日
本
に
帰
っ
て
来
た
と
き
に

「
あ
、
日
本
っ
て
変
な
国
だ
な
」

っ
て
思
え
た
こ
と
。
今
ま
で
当

た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
当
然
で

は
な
く
な
っ
た
こ
と
。
自
分
の

世
界
が
確
か
に
変
わ
っ
た
と
思

え
た
瞬
間
が
、
そ
こ
に
は
あ
っ

た
。

　

本
学
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
を
利
用
す
る
海
外
短
期
研
修

は
、
米
オ
レ
ゴ
ン
州
、
同
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
印
プ
ネ
市
、
英
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
の
四
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
一
年
間
留
学
は
単
位
も
取
得
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
ま
た
、
学
術
交
流

協
定
校
派
遣
事
業
は
、
各
国
十
七
大
学
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
主
に
大
学
院
生
が
専
門
分
野
を
学
ぶ
た
め
、
三
ヵ

月
か
ら
一
年
間
留
学
し
ま
す
。
最
新
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
留
学
体
験
記
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

５
人
の
最
新
体
験
レ
ポ
ー
ト

海
外
留
学
し
ま
せ
ん
か

海
外
留
学
し
ま
せ
ん
か
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本
年
四
月
、
新
た
に
三

社
の
本
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
発
足
し
、
前
号
か

ら
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
新
規

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
二
回
目
は

理
工
学
部
工
業
化
学
科
・

阿
部
正
彦
教
授
の
樹
脂
改

良
剤
や
食
品
調
味
料
の
研 　

八
月
八
日
（
金
）
〜
八
月

十
一
日
（
月
）、
北
海
道
の
長

万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
真
夏
の

マ
ド
ン
ナ
た
ち　

長
万
部
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
二
〇
〇
八
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
四
十
三
人
の
女
子
高
校
生

が
本
学
女
子
学
生
と
寮
生
活
を

共
に
し
、
四
日
間
を
長
万
部
の

地
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
文
部
科

学
省
「
女
子
中
高
生
の
理
系
進

路
選
択
支
援
事
業
」
に
採
択
さ

れ
た
本
学
の
「
科
学
の
マ
ド
ン

ナ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
女

子
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
サ
イ
エ

ン
ス
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
実
験
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
中
心
と
し
た
サ
イ
エ
ン

ス
体
験
企
画
で
す
。

　

実
験
「
レ
オ
ロ
ジ
ー
（
物
質

の
変
形
と
流
動
に
関
す
る
科

学
）」
で
は
、
片
栗
粉
と
水
を

使
い
、
そ
れ
が
固
体
に
も
液
体

に
も
変
化
す
る
様
子
を
体
験
。　

現
在
、
樹
脂
改
質
剤
は
、
易

分
解
性
の
釣
り
用
疑
似
餌
（
十 

一
月
発
売
予
定
）、
焼
却
時
の

Ｃ
Ｏ２
発
生
量
を
低
減
し
た
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
グ
（
Ｐ
Ｅ
製 　

　

本
学
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
マ
ド
ン
ナ
ち
ゃ
ん
」

が
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ス
テ
ッ

カ
ー
に
な
り
ま
し
た
＝
上
。
ノ

ー
ト
や
フ
ァ
イ
ル
に
貼
っ
た

り
、
コ
ー
ス
タ
ー
、
ワ
ッ
ペ
ン

に
し
て
は
い
か
が
で
す
か
？　

ご
希
望
の
方
は
広
報
課
ま
で
。

☎
０
３・５
２
２
８・８
１
０
７

　

今
年
も
神
楽
坂
、
野
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
キ

ャ
ン
パ
ス
共
に
昨
年
を
上
回
る

過
去
最
高
の
来
場
者
数
を
記
録

し
、
神
楽
坂
は
六
百
四
十
人
増

の
七
千
百
六
十
五
人
、
野
田
は

六
百
六
十
人
増
の
三
千
七
百
三

十
四
人
と
、
合
計
約
一
万
一
千

人
近
い
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。

　

近
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
高
校
一
、二
年
生
の
来
場

者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
理
工
系
大
学
を
目
指

す
方
を
支
援
す
る
こ
と
を
ひ
と 　

精
神
分
析
学
者
エ
リ
ク
ソ
ン

に
よ
る
と
、
青
年
期
の
発
達
課

題
と
は
「
自
我
同
一
性

（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）

の
確
立
」。
つ
ま
り

は
、
自
分
が
何
者
で
あ

る
の
か
、
社
会
に
と
っ

て
の
役
割
は
何
で
あ
る

の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

よ
ろ
ず
相
談
室
で
学

生
さ
ん
の
お
話
を
う
か

が
っ
て
い
る
と
「
自
分

は
ど
ん
な
人
間
な
の
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
将

来
は
？
」
と
、
自
身
と

向
き
合
う
姿
に
触
れ
る

機
会
が
非
常
に
多
い
の

で
す
が
、
そ
ん
な
中

で
、
唯
一
、
私
が
残
念

に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
知
的
資
質
に
恵

ま
れ
て
い
た
り
、
真
面
目
・
誠

実
で
あ
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
す
ば
ら
し
い
資
質
を
持
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他

人
と
比
べ
て
は
「
自
分
に
は
何

の
取
り
柄
も
な
い
…
」
と
語
る

学
生
さ
ん
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

心
理
療
法
の
一
種
で
あ
る
ブ

リ
ー
フ
セ
ラ
ピ
ー
の
考
え
方
に

「
リ
ソ
ー
ス
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
リ
ソ
ー
ス
と
は
、

そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
資
源
・

資
質
の
こ
と
。
そ
の
人
の
能

力
・
興
味
関
心
と
い
っ
た
内
的

リ
ソ
ー
ス
、
そ
の
人
の
家
族
・

友
達
と
い
っ
た
外
的
リ

ソ
ー
ス
の
両
方
が
含
ま

れ
ま
す
。
リ
ソ
ー
ス
は

一
人
ひ
と
り
違
っ
て
い

る
も
の
、
誰
に
も
必
ず

あ
る
も
の
、
ま
さ
に
そ

れ
が
個
性
、
そ
の
人
ら

し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

他
人
と
比
較
す
る

と
、
自
分
に
無
い
も
の

に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
無
い
も
の

を
嘆
く
の
で
は
な
く
、

自
分
の
中
に
あ
る
も
の

を
探
す
こ
と
が
大
事
。

自
分
の
中
に
ど
ん
な
リ

ソ
ー
ス
が
あ
る
の
か
実

感
し
て
こ
そ
、
初
め
て

未
来
が
描
け
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
自
分
の
リ
ソ
ー
ス
っ
て
何

だ
ろ
う
？
」
と
、
改
め
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

（
野
田
校
舎
よ
ろ
ず
相
談
室

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
杉
村　

夕
）

サイエンス体験　43人・４日間
長万部サマースクール「真夏のマドンナたち」

理系志望の女子高校生支援プロジェクト
　

長
万
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に

続
き
、
十
一
月
二
十
三
日（
日
）

に
は
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
秋

の
マ
ド
ン
ナ
た
ち　

Resear 
ch

か
らProfessional

へ
」 

が
行
わ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は

11
／
23「
秋
の
マ
ド
ン
ナ
た
ち
」開
催

十
一
月
十
四
日
（
金
）
ま
で
。

　

詳
細
、
お
問
い
合
わ
せ
先
な

ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w

w
.tus.ac.jp/

m
adonna/noda.htm
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色
と
光
を
テ
ー
マ
に
し
た
実
験

で
は
、
日
常
的
に
手
に
入
る
道

具
か
ら
最
新
鋭
の
機
器
ま
で
活

用
し
て
、
色
と
光
の
関
係
を
学

び
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
実
験

で
は
、
は
ん
だ
づ
け
を
体
験
し

な
が
ら
「
雨
降
り
警
報
機
」
を

作
製
し
ま
し
た
。

　

有
珠
山
と
昭
和
新
山
を
巡
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
火

山
に
よ
る
地
形
形
成
の
様
子
や

火
山
か
ら
噴
出
し
た
岩
石
の
特 液体？の上を走る…レオロジーの実験

マ
ド
ン
ナ
ち
ゃ
ん
が
ス
テ
ッ
カ
ー
に

徴
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ゲ
ス
ト
講
演
と
し
て
、

山
田
メ
ユ
ミ
氏
（
㈱
ア
イ
ス
タ

イ
ル
代
表
取
締
役　

＠
ｃ
ｏ
ｓ

ｍ
ｅ
主
宰
）
に
よ
る
「
起
業
〜

サ
イ
ト
立
ち
上
げ
ま
で
の
道
の

り
」
が
行
わ
れ
た
他
、
天
体
観

測
、
飯
生
神
社
例
大
祭
へ
の
参

加
な
ど
、
北
の
大
地
な
ら
で
は

の
企
画
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は

「
大
自
然
の
中
で
多
く
の
実
験

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
体
験
が

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
」

「
他
の
地
域
の
高
校
生
や
大
学

生
・
大
学
院
生
と
の
交
流
が
と

て
も
新
鮮
で
し
た
」「
普
段
は

な
か
な
か
で
き
な
い
天
体
観
測

や
地
域
と
の
交
流
が
で
き
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
」
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
参
加
し
た
三
人
の
感
想

文
を
紹
介
し
ま
す
。

長
万
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
て

有
珠
山
踏
査
に
感
銘
広
島
の
Ａ
さ
ん
（
高
２
）

　

私
が
今
回
の
「
長
万
部
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
二
〇
〇
八
」
に
参

加
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
東

京
理
科
大
学
に
通
う
大
学
生
の

活
動
や
雰
囲
気
に
触
れ
、
生
の

声
を
聞
い
て
み
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
実
際
に
体
験
す
る
と
、

お
ど
ろ
く
よ
う
な
こ
と
ば
か
り

で
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
し
た
。

初
め
て
み
る
有
珠
山
は
、
広
島

県
の
山
と
は
全
く
違
っ
て
い

て
、
そ
こ
で
初
め
て
有
珠
山
が

世
界
で
も
有
名
で
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
有
珠
山
は
肌
山

で
煙
が
出
て
い
ま
し
た
。
溶
岩

は
ね
ば
り
気
が
強
く
、
学
校
で

習
っ
た
溶
岩
の
こ
と
を
活
用
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
た
ち
が
泊
ま
っ
た
寮
は
き

れ
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

本
当
に
設
備
が
整
い
勉
強
し
や

す
い
環
境
で
し
た
。
大
学
生
が

レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
い
る
姿
は
、

こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
な
と

思
い
ま
し
た
。今
回
の
体
験
は
、

学
生
の
活
動
な
ど
を
知
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
積
極
性
や
行
動
力
の
大
切

さ
も
学
べ
た
と
思
い
ま
す
。

一
人
旅
に
わ
く
わ
く
静
岡
の
Ｂ
さ
ん
（
高
２
）

　

私
に
と
っ
て
ま
ず
最
初
の
課

題
は
、
長
万
部
に
無
事
に
着
く

こ
と
で
し
た
。
初
め
て
の
一
人

旅
に
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
も
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
長

万
部
駅
に
着
き
、
理
科
大
生
の

方
々
に
迎
え
ら
れ
、
無
事
に
着

い
た
の
だ
と
安
心
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
登
っ
た
有
珠
山

は
、
噴
火
の
被
害
が
生
々
し
く

残
っ
て
い
て
自
然
の
恐
ろ
し
さ

を
学
び
ま
し
た
。
で
も
、
講
演

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
噴
火

を
「
綺
麗
」
と
言
っ
て
い
て
、

そ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

天
体
観
測
で
は
、
見
た
こ
と

の
な
い
無
数
の
星
々
が
見
え
て

本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
流
星

も
見
ら
れ
て
大
満
足
で
し
た
。

　

三
日
目
の
水
と
片
栗
粉
で
の

ダ
イ
ラ
タ
ン
シ
ー
（
粘
性
現
象

の
一
つ
）
の
実
験
で
は
、
テ
レ

ビ
で
見
る
の
と
同
じ
よ
う
に
液

体
の
上
を
走
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
の
現
象
は
、
本
当
に

不
思
議
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
四
日
間
で

し
た
が
、
と
て
も
充
実
し
た
時

間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
４
日
間
岐
阜
の
Ｃ
さ
ん
（
高
１
）

　

こ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
四
日
間

は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
で
す
。

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
科
学
が
好

き
で
、
今
の
と
こ
ろ
将
来
は
薬

剤
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
理
系
の
大
学
見

学
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を

知
り
、
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
て
早
々
驚
い
た
こ
と
は
、

先
輩
の
親
切
さ
で
す
。
私
の
泊

ま
っ
た
フ
ロ
ア
の
担
当
の
先
輩

方
は
と
て
も
優
し
く
、
い
つ
も

色
々
と
気
遣
っ
て
下
さ
り
、
お

か
げ
で
と
て
も
楽
し
い
四
日
間

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

催
し
で
は
、
化
学
実
験
が
楽

し
か
っ
た
で
す
。
水
と
デ
ン
プ

ン
を
混
ぜ
る
だ
け
で
し
た
け
れ

ど
、
私
は
初
め
て
ダ
イ
ラ
タ
ン

シ
ー
と
い
う
現
象
を
見
て
、
と

て
も
面
白
い
！
と
思
い
ま
し

た
。
大
き
な
タ
ラ
イ
で
思
い
切

り
楽
し
い
体
験
が
で
き
て
、
初

心
に
か
え
り
ま
し
た
。
科
学
は

身
近
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

改
め
て
教
え
ら
れ
た
四
日
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。
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⑰

産・学・官　
連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば

環
境
改
善
の
商
品
・
技
術
開
発

新
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
紹
介　

②
ア
ク
テ
イ
ブ
㈱

＜

学
内
発＞

究
・
開
発
・
製
造
・
販
売

を
行
う
「
ア
ク
テ
イ
ブ
株

式
会
社
」
で
す
。

＊

　

ア
ク
テ
イ
ブ
㈱
は
、
理
工
学

部
工
業
化
学
科
の
阿
部
正
彦
教

授
、
湯
浅
真
教
授
、
酒
井
秀
樹

准
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
平
成

十
九
年
に
設
立
し
た
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
で
、
超
臨
界
逆
相
蒸
発

法
（
有
害
物
質
を
用
い
ず
に
効

率
良
く
リ
ポ
ソ
ー
ム
を
製
造
す

る
方
法
）
で
製
造
し
た
リ
ポ
ソ

ー
ム
を
用
い
た
樹
脂
改
質
剤
や

食
品
な
ど
、
リ
ポ
ソ
ー
ム
の
ド

ラ
ッ
グ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム

以
外
へ
の
応
用
・
商
品
化
を
行

っ
て
い
ま
す
。

袋
）、
多
層
フ
ィ
ル

ム
用
相
溶
化
剤
（
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
多
層

フ
ィ
ル
ム
を
相
溶
化

さ
せ
リ
サ
イ
ク
ル
が

可
能
と
な
る
）、高
強

度
化
で
原
料
削
減・

ガ
ス
バ
リ
ア
性・
Ｕ

Ｖ
カ
ッ
ト
機
能
を
持

た
せ
た
ニ
ュ
ウ
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
な
ど
環
境

を
考
え
た
商
品
の
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
食
品
分
野

で
は
、
リ
ポ
ソ
ー
ム
技
術
を
応

用
し
て
よ
り
塩
辛
く
苦
味
の
少

な
い
食
塩
を
開
発
し
、
用
途
を

含
め
て
超
臨
界
逆
相
蒸
発
法
リ

ポ
ソ
ー
ム
の
新
た
な
可
能
性
を

来
場
者
数　
記
録
更
新
神
楽
坂

野
　

田

光
を
使
っ
て
水
か
ら
水
素
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る

つ
の
目
的
と
し
て
、
研
究
室
見

学
や
科
学
実
験
等
を
充
実
さ
せ

て
理
工
系
分
野
の
魅
力
を
伝

え
、
そ
の
裾
野
を
広
げ
る
工
夫

が
必
要
で
す
。

　

今
年
は
見
学
可
能
な
研
究
室

を
さ
ら
に
増
や
し
、
よ
り
参
加

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
研
究
室

見
学
や
模
擬
実
験
の
人
気
が
高

く
、
満
員
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
も

数
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
、
来
年
度
入
試

会
場
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ

た
広
島
で
、
出
張
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
「
東
京
理
科
大
学
フ

ェ
ア 

Ｉ
Ｎ
広
島
」を
十
月
十
一

日
（
土
）
に
開
催
す
る
ほ
か
、

十
一
月
八
日
（
土
）
に
久
喜
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
二
日（
土
）

〜
二
十
四
日
（
月
）
の
「
理
大

祭
」
期
間
中
に
は
進
学
相
談
会

も
同
時
開
催
し
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

自分の中の〝資質〟を探そう
リソース

オープンキャンパス’08

探
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年

度
か
ら
は
、
総
合
研
究
機
構
研

究
部
も
の
づ
く
り
・
先
端
計
測

科
学
研
究
部
門
の
堀
越
智
講
師

と
理
工
学
部
の
陳
秀
琴
客
員
教

授
を
加
え
、
汚
染
水
浄
化
へ
の

マ
イ
ク
ロ
波
の
利
用
、
電
磁
波

吸
収
材
料
と
し
て
有
望
な
カ
ー

ボ
ン
マ
イ
ク
ロ
コ
イ
ル
の
安
価

な
大
量
合
成
法
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。

＊
ア
ク
テ
イ
ブ
㈱

　

▽
創
設
：
平
成
十
九
年
八
月

二
十
三
日
▽
所
在
地
：
千
葉
県

野
田
市
山
崎
２
６
４
１
、
東
京

理
科
大
学
内
▽
代
表
取
締
役
社

長
：
長
濱
正
光
▽
事
業
内
容
：

樹
脂
改
良
剤
の
研
究
・
開
発
、

製
造
・
販
売　

等

10
月
に
発
売
さ
れ
た

易
分
解
性
疑
似
餌
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「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す

今

回
は
、
二
〇
〇
八
年
五
月
一
日
〜
二
〇
〇
八
年
七
月
三
十
一
日
ま

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業　
寄
付
者
芳
名

で
に
お
振
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す


ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た


【
同
窓
生
】

◇
金
八
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

森
野　

義
男
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

沓
澤
虔
太
郎
様

（
累
計
金
六
、〇
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

今
関　

重
和
様

（
累
計
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

上
田　
　
實
様

金
子　
榮
三
様

（
累
計
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

西
村　

和
夫
様

（
累
計
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田　

文
子
様

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

神
鳥　

嘉
之
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
野　
　

篤
様

（
累
計
金
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

鈴
木　

弘
昭
様

（
累
計
金
六
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

安
田　
　
滋
様　
匿
名　
　
一
名

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

今
村　
　

肇
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　

章
皓
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

小
野　

具
彦
様

（
累
計
金
三
七
五
、〇
〇
〇
円
）

澤
井　

伯
郎
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

秋
山　
賢
一
様

秋
吉　
崇
弘
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

新
井　
久
喜
様　
安
藤　
栄
一
様

石
井　

清
一
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

市
橋　
顕
譲
様　
井
村　
源
作
様

牛
澤　
賢
二
様　
内
田　
正
一
様

大
久
保
隆
一
様　
岡
田　
政
則
様

金
子　
重
雄
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

葛
田　

正
雄
様

（
累
計
金
一
、四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
下　
丈
太
様　
迫　
　
四
郎
様

汐
﨑　
郁
代
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

篠
澤　

繁
樹
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
木　

真
人
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
松
紀
三
郎
様　
武
田　
明
子
様

竜
田　
　
博
様

田
中　
理
房
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

都
祭　
勘
司
様　
中
村　
　
正
様

長
谷
川
智
哉
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
田　
一
枝
様　
平
山　
紘
一
様

福
田　
善
政
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
原　
　
猛
様　
古
川　
秀
穂
様

侭
田　
勝
由
様

三
浦　
康
男
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

村
田　
光
雄
様　
村
松　
正
孝
様

本
橋　
嘉
信
様

山
成　
喜
一
様

（
累
計
金
三
〇
二
、〇
〇
〇
円
）

吉
井　
達
招
様　
匿
名　
　
四
名

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

石
井　
　

智
様

（
累
計
金
三
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

赤
堀　
　

宏
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

新
井　
英
夫
様　
池
田　
嘉
博
様

石
神　
一
郎
様　
岩
山　
　
統
様

大
峯　

凱
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
村　

希
光
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
本　

公
爾
様

（
累
計
金
一
、〇
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

鍛
冶　
　

隆
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

加
藤　

晴
男
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

加
藤　

正
義
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

金
子　

栄
男
様

（
累
計
金
五
、三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

木
戸
岡　
節
様

木
村　
　
豊
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

金
城　
直
志
様

後
藤　
哲
朗
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林　
健
一
様　
坂
本　
正
紀
様

佐
藤　
城
昭
様

清
水　
　
大
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

白
井　
　

潔
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

末
光　
敏
行
様　
杉
浦　
雅
美
様

田
枝　

泰
治
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
岡　
忠
美
様　
髙
畠　
正
弘
様

竹
内　
長
治
様

立
花　
宏
俊
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　

義
友
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

永
田　
親
清
様　
萩
田　
勝
久
様

針
谷　
晴
美
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

晴
山　
　

純
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

榛
澤　
豊
治
様

藤
井　
正
則
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
橋　
　

岳
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

真
鍋　

紀
子
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
原　
　
尚
様　
武
藤　
公
七
様

八
嶋　
　
廣
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
中　

信
秀
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
ノ
井
義
重
様　
山
本　
英
貴
様

吉
田　
拓
生
様

若
杉　
浩
榮
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

和
田　
　
弘
様　
匿
名　
　
二
名	

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名	

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

綾
部　
好
雄
様　
井
田　
安
男
様

高
野　
勝
雄
様　
髙
橋　
恒
夫
様

仲
野　

利
昭
様

（
累
計
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

深
澤　
昭
彦
様

渡
邊　
一
郎
様

（
累
計
金
四
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

露
木　

哲
司
様

（
累
計
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円
）

冨
士　

直
志
様

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

淺
田　

恒
雄
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

飯
泉　
省
吾
様

今
村　
彰
啓
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

遠
藤　

了
一
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
﨑　

英
博
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

北
村　

哲
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

倉
本　

敏
雄
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

児
玉　

将
門
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林　
隆
司
様　
小
林　
徳
也
様

小
山　
　
繁
様　
白
崎　
永
夫
様

首
藤　
　
隆
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　

如
之
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
瀬　

志
富
様　

福
田　
洋
一
様

宮
野　
　
隆
様　

森　
　
定
良
様

矢
野　
裕
之
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田　

知
明
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
田　
　

清
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

涌
井
仙
一
郎
様　
匿
名　
　
一
名

◇
金
一
二
、五
〇
〇
円

吉
田　

和
宏
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

赤
羽　
　

妙
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

荒
井　
英
雄
様　
石
井　
　
正
様

石
原
慎
太
郎
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

今
村　

俊
明
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

岩
井　

直
次
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
﨑
多
久
司
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
塚　
　

潤
様

（
累
計
金
一
五
、〇
〇
〇
円
）

大
貫　
光
一
様

岡
村　
秀
時
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
本　
貞
嗣
様

岡
安　
　
誠
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

川
手　

鮎
子
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

神
田　
　

泰
様

（
累
計
金
一
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

鯨
井　
智
巳
様

久
保　
卓
也
様

（
累
計
金
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

久
保　
良
宏
様　
久
保
田
隆
史
様

黒
﨑　
辰
次
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
谷　

義
雄
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
泉　

眞
悦
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

斉
川　
洋
二
様　
齋
藤　
克
則
様

佐
藤　
裕
治
様

佐
藤　
至
紀
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

塩
﨑　

圀
夫
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

色
摩
亮
次
郎
様　
渋
谷　
洋
子
様

白
石　
恒
之
様

菅
谷　
孝
彦
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

須
子　

賢
二
様

（
累
計
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
原　
　

光
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

瀧
井　

忠
次
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

武
田　
洋
一
様

玉
置　
　
充
様

（
累
計
金
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

露
崎　
勝
悟
様　
長
田　
正
東
様

中
台　
　
正
様　
中
村　
　
明
様

中
村　
　
守
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

鯰
江　
丈
夫
様　
西
山　
隆
史
様

根
深　
得
英
様

根
本　
智
博
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

橋
本　
泰
志
様　
畑
井　
　
博
様

波
田
野　
浩
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
野　

輝
美
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
島　
　

正
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
島　
寛
和
様　
丸
茂　
朝
冬
様

三
井
田
達
雄
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
浦
喜
一
郎
様　
盛
沢　
正
博
様

森
田　
政
彦
様

矢
島　
絹
子
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
極　

時
生
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
崎　

善
彦
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本　

隆
志
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

横
田　
憲
治
様　
横
山　
　
瞳
様

吉
田　
　
登
様　
匿
名　
　
五
名

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

小
澤　

基
男
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
平　

勇
次
様

中
尾　

弘
三
様

（
累
計
金
一
二
、五
〇
〇
円
）

守
田
美
代
子
様　
幸　
　
充
輝
様

匿
名　
　
一
名

◇
金
三
、〇
〇
〇
円

堀　
　

真
治
様

◇
金
二
、〇
〇
〇
円

酒
井　
　

薫
様

◇
金
一
、〇
〇
〇
円

北
村　

義
明
様

（
累
計
金
一
一
、〇
〇
〇
円
）

【
元
教
職
員
】

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

福
岡　

正
巳
様

（
累
計
金
四
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
父
母
・
保
証
人
】

◇
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円

三
楠　

正
広
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

藤
野　

隆
幸
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
八
〇
、〇
〇
〇
円

菅
田　

智
夫
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
教
職
員
】

◇
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

村
田　

雄
司
様

（
累
計
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円

渡
辺　

恒
夫
様

（
累
計
金
二
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

澤　
　

芳
昭
様

（
累
計
金
五
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

谷　
　

辰
夫
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

直
井　

英
雄
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

増
田　

勇
三
様

（
累
計
金
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

池
田　

文
男
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
竹　

好
文
様

（
累
計
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名	

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

稲
垣　

詠
一
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

梅
村　
和
夫
様

王
谷　
洋
平
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

賀
屋　
秀
隆
様

木
村　
悦
郎
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

児
島　
　

紘
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
島　

尚
人
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
原　

秀
章
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
永　
　

満
様

（
累
計
金
五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
井　

洋
二
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

増
保　

安
彦
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

三
名

◇
金
八
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名	

◇
金
五
八
、〇
〇
〇
円

安
藤　

正
海
様

（
累
計
金
四
二
二
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

榎
本　
成
己
様　
栢
木
ま
ど
か
様

倉
渕　
　

隆
様

（
累
計
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
久
保
正
己
様

坂
本　
正
典
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

澤
田　

利
夫
様

（
累
計
金
五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙　
　

久
晴
様

福
田　

幸
夫
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

星　
　
　

肇
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
下　

輝
雄
様

（
累
計
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺　

幸
人
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

五
名

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

宮
本　

岩
男
様

（
累
計
金
五
五
三
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
九
、〇
〇
〇
円

白
石　

幸
英
様

（
累
計
金
四
二
六
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
五
、〇
〇
〇
円

赤
上　
　

好
様

（
累
計
金
四
三
五
、〇
〇
〇
円
）

大
島　

博
行
様

（
累
計
金
五
五
、〇
〇
〇
円
）

鶴
島　

克
明
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

鎌
倉　

高
志
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
井　
　

繁
様

（
累
計
金
四
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
口　

速
男
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
村　

哲
雄
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
塚　

三
好
様

（
累
計
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

本
山　

好
幸
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
島　

博
文
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
留　

通
紀
様

（
累
計
金
二
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

四
名	

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

岩
館　

寛
大
様

（
累
計
金
一
七
五
、〇
〇
〇
円
）

久
保
寺
勝
彦
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名	

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

石
渡
恵
美
子
様

（
累
計
金
二
六
五
、〇
〇
〇
円
）

岡
本　
　

哲
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
内　

裕
一
様

（
累
計
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

正
木　
　

舞
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
九
、〇
〇
〇
円

赤
澤　

豊
信
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
橋　

正
一
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

茅
壁　

猛
幸
様

（
累
計
金
二
七
五
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名	

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

大
木　
達
也
様

岡　
淳
一
郎
様

（
累
計
金
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

河
村　
　

洋
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

牧　
　

高
司
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

巻
田　

悦
郎
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
田　
　

大
様

（
累
計
金
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
、〇
〇
〇
円

伊
藤　

享
子
様

（
累
計
金
九
四
、〇
〇
〇
円
）

関
根　
　

広
様

（
累
計
金
四
二
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

【
法
人
】

◇
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
熊
谷
組　

首
都
圏
支
店

様（
累
計
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）	

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
シ
ー
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
様

（
累
計
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）	

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
宮
本
商
店
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
東
京
イ
ン
ス
ツ
ル
メ

ン
ツ
様

東
洋
美
術
印
刷
株
式
会
社
様

【
団
体
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

28
年
Ⅰ
部
物
理
科
ク
ラ
ス
会
一

同
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

理
窓
ス
マ
ッ
シ
ュ
会
様

（
累
計
金
二
八
四
、〇
〇
〇
円
）

　
松
田　

泰
彦　

様

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
金
二
一
、三
九
八
、〇
〇
〇
円

個
人　

三
二
五
名

（
累
計
金
一
三
九
、一
七
一
、二
九
〇
円
）

○
入
金
額

［
個
人
］	

（
二
九
九
名
）

二
九
、九
二
一
、五
〇
〇
円

［
法
人
］	

（
五
社
）

三
、九
〇
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］	

（
二
団
体
）

一
一
〇
、〇
〇
〇
円

［
こ
う
よ
う
会
］	

（
三
二
五
件
）

二
一
、三
九
八
、〇
〇
〇
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十
一

月
一
日
〜
二
〇
〇
八
年
七
月
三
十	

一
日
）

［
個
人
］	

（
五
、二
〇
六
名
）

八
二
二
、六
七
四
、八
五
〇
円

［
法
人
］	

（
三
四
八
社
）

八
二
二
、四
六
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］	

（
二
一
七
団
体
）

三
三
、〇
六
三
、一
五
八
円

［
こ
う
よ
う
会
］	（
一
、九
六
四
件
）

一
三
九
、一
七
一
、二
九
〇
円

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
☎
〇
三
・
五
二
二	

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三	

＊e-m
ail

：125shunen@
adm
in.tus.ac.jp

＊U
RL:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

景
気
後
退
下
も
順
調

景
気
後
退
下
も
順
調

本
学
へ
の
求
人
増
勢

就
職
活
動

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題

と
米
国
の
金
融
危
機
、
原
油
を

中
心
と
す
る
資
源
価
格
の
高
騰

な
ど
、
世
界
的
な
景
気
後
退
に

よ
っ
て
、
経
済
環
境
は
不
透
明

感
を
増
し
て
い
ま
す

一
方
、

新
卒
者
に
対
す
る
企
業
の
採
用

意
欲
は
高
水
準
に
推
移
し
つ
つ

も
「
質
・
量
」
の
確
保
か
ら
再

び
「
質
」
の
重
視
へ
と
軸
足
を

シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す


　

本
年
度
の
就
職
状
況
は
企
業

の
採
用
活
動
が
一
段
と
早
期
化

し
、
会
社
説
明
会
は
一
月
下
旬

が
山
と
な
り
、
選
考
の
時
期
は

三
月
下
旬
か
ら
四
月
中
旬
に
集

中
し
、
内
々
定
出
し
は
四
月
下

旬
か
ら
五
月
上
旬
が
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
し
た

自
由
応
募
の
ウ

ェ
イ
ト
が
高
ま
る
中
、
複
数
の

企
業
か
ら
内
々
定
を
得
る
学
生

が
増
加
し
て
い
ま
す

そ
の
反

面
、
企
業
の
採
用
基
準
は
下
が

っ
て
お
ら
ず
、
内
々
定
を
獲
得

で
き
る
学
生
と
で
き
な
い
学
生

の
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま
す


　

本
年
度
、
本
学
に
対
す
る
求

人
件
数
は
別
表
の
と
お
り

五
千
八
十
五
件
で
す


　

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、

電
機
、
輸
送
用
機
器
（
自
動

車
）、
機
械
、
精
密
、
非
鉄
金

属
業
か
ら
の
求
人
が
増
加
し
て

い
ま
す

都
道
府
県
別
の
求
人

（
別
表
）
に
つ
い
て
は
、
大
都

市
圏
で
総
じ
て
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
地
方
で
は
地
域
間
に
ば

ら
つ
き
が
生
じ
て
い
ま
す

こ

の
よ
う
な
就
職
状
況
下
、
多
数

の
学
生
か
ら
採
用
内
定
の
報
告

が
あ
り
、
本
年
度
の
就
職
戦
線

は
終
盤
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す


　

教
員
採
用
状
況
に
つ
い
て
は

首
都
圏
を
中
心
に
「
団
塊
世
代

の
大
量
定
年
問
題
」
の
対
応
か

ら
教
員
の
需
要
が
増
加
し
、
教

員
採
用
試
験
受
験
者
の
合
格
率

は
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す


　
「
理
学
の
普
及
を
以
っ
て
国

運
発
展
の
基
礎
と
な
す
」
は
本

学
の
建
学
精
神
で
す

希
望
者

は
こ
の
時
期
を
逃
さ
ず
本
学
の

伝
統
で
あ
る
教
育
界
に
多
数
進

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す


　

次
年
度
、
新
た
に
就
職
活
動

を
迎
え
る
学
生
諸
君
に
対
し
て

六
月
上
旬
の
「
第
一
回
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
に
続
い
て
、
十
月

か
ら
「
第
二
回
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
を
実
施
し
ま
す

ま
た

「
業
界
・
企
業
研
究
セ
ミ
ナ

ー
」、
理
窓
企
業
人
会
に
よ
る

会
社
説
明
会
（
本
学
卒
業
生
が

社
長
・
役
員
を
し
て
い
る
企
業

を
招
聘
し
て
行
う
）
や
「
就
職

マ
ナ
ー
講
習
会
」「
就
職
面
接

講
習
会
」「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
検
査
」「
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
講
座
」

等
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す

こ
れ
ら
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
、
就
職
（
進
路
）
へ

の
意
欲
を
高
め
て
く
だ
さ
い


　

就
職
課
・
就
職
支
援
室
は
、

就
職
活
動
に
お
け
る
悩
み
事
の

相
談
、
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
進

路
相
談
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
・
履
歴
書
の
添
削
な
ど
も
行

っ
て
い
る
の
で
、
大
い
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い


農 林 ・ 水 産
鉱 業
建 設
設 備 工 事
建 築（土 木）設 計
食 料 品
繊 維 ・ 衣 料
木 材・木 製 品・家 具
パ ルプ・紙・紙 加 工
新 聞 ・ 出 版
印 刷・同 関 連 産 業
化 学 工 業
医 薬・化 粧 品
石 油・石 炭 製 品
ゴ ム・皮 革 製 品
窯 業・土 石 製 品
鉄 鋼
金 属 製 品
非 鉄 金 属 製 品
一 般 機 械 器 具
精 密 機 械 器 具
電 気 機 械 器 具
輸 送 用 機 械 器 具
そ の 他 の 製 造 業
商 社
卸 ・ 小 売
百 貨 店・スーパー
自 動 車 販 売
外 食 産 業
銀 行 ・ 信 託
金 庫・信 用 組 合
証 券・商 品 取 引
保 険
不 動 産 業
運 輸・通 信 業
電 気・ガ ス・水 道
※1 教 育：大 学
教 育：専 任 教 諭
※２そ の 他 の 教 育
情 報 産 業
放 送 ・ 広 告
医 療・保 健 業
学 術 研 究 機 関
非 営 利 団 体
その他のサービス業
そ の 他
合 計

平成20年度　求人件数 （９月25日現在）

※1．事務職員　※2．塾・予備校等教育産業
●求人件数に追加・再募集及び公務員は含まない

3
4

232
138
99
75
24
26
25
34
25
114
79
31
20
41
29
78
40
254
123
417
133
62
31
448
68
27
57
29
47
27
22
66
88
17
22
133
33

1,113
66
329
6
44
297
9

5,085

49
15
12
28
16
17
30
80
58
60
202
92

2,426
393
112
42
48
29
34
122
39
126
229
20
20
49
305
64
9
10
11
10
59
74
16
6
17
20
12
50
7
5
13
11
8
15
14
1

5,085

北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県
海 外
合 計

●　産業分類別 ●　都道府県別



力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
の
目
的
は
、
両

校
が
相
互
の
教
育
環
境
と
教
育

資
源
を
共
有
し
、
高
等
学
校
教

育
と
学
士
課
程
教
育
の
連
続
性

の
確
保
（
高
大

連
携
）
に
よ
っ

て
石
見
地
域

（
島
根
県
中
西

部
）
や
わ
が
国

の
技
術
発
展
を

担
う
理
工
系
人

材
を
育
成
す
る

も
の
で
す
。
江

の
川
高
等
学
校

で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、
本

学
関
係
者
を
は
じ
め
、
江
の
川

高
等
学
校
、
江
津
市
関
係
者
が

多
数
見
守
る
中
、
塚
本
桓
世
学

長
と
宅
野
幸
徳
校
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
協
定
書
に
署
名
・
交
換

し
、
固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

調
印
後
の
記
者
会
見
で
、
塚

本
学
長
は
「
本
学
は
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
大
学
と
し
て
、
地

域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
理
工
系
の
人
材
を
育

成
す
る
所
存
で
す
。
江
の
川
高

等
学
校
の
生
徒
さ
ん
も
本
学
で

学
ん
だ
後
、
こ
の
地
に
戻
っ

て
、
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
同
校
及

び
江
津
市
か
ら
も
「
こ
の
協
定

を
機
に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
人
材
育
成
を
図
り
た

い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

本
学
に
対
す
る
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

京
理
科
大
学
理
工
学
部
機
械
工

学
科
の
上
野
一
郎
講
師
も
協
力

研
究
者
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構（JAXA

）

の
運
用
の
支
援
を
得
て
、
実
験

条
件
や
機
器
操
作
コ
マ
ン
ド
を

送
信
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
理
科
大
学
の
大
学
院
生

約
十
人
も
デ
ー
タ
の
取
得
等
に

参
加
し
て
お
り
、
我
が
国
に
お

い
て
も
、
院
生
が
宇
宙
実
験
に

参
加
出
来
る
時
代
を
迎
え
ま
し

た
。
実
験
は
、
そ
の
後
順
調
に

進
行
し
て
お
り
、
断
続
的
に
十

月
中
旬
ま
で
続
け
ら
れ
、
結
果

は
、
界
面
流
体
力
学
の
進
歩

や
、
結
晶
成
長
や
マ
イ
ク
ロ
流

体
技
術
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
日
時

：

11
月
22
日
（
土
）

13:
00
〜
17:
00

●
場
所
：
本
学

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

①
総
会
と
講
演
：
２
号
館

２
１
０
教
室
13
:

00
〜
14
: 

30
。
参
加
費
無
料
▽
挨
拶
:
東

京
理
科
大
学
理
窓
会
会
長
・
塚

本
桓
世
▽
講
演
:
「
人
生
も
の

つ
く
り
」
㈱
ワ
ー
ル
ド
メ
タ
ル

　

本
学
は
、
十
一
月
二
十
二
日

（
土
）
に
「
第
一
回
山
口
東
京

理
科
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
２
０
０
８
」
を
開
催
し
ま

す
。
昨
年
の
試
行
と
同
様
に
理

窓
会
山
口
県
支
部
総
会
の
開
催

に
併
せ
て
、こ
う
よ
う
会
山
口
県

支
部
の
講
演
会
が
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
合
同
開
催
に
あ
た

り
、
理
窓
会
及
び
こ
う
よ
う
会

の
支
部
長
に
は
、
実
行
委
員
会

特
別
委
員
と
し
て
参
画
い
た
だ

き
ま
し
た
。
共
同
開
催
に
よ
っ

て
、
東
京
理
科
大
学
の
関
係
組

織
間
の
県
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

相
乗
的
に
機
能
し
、
相
互
の
活

性
化
と
発
展
を
促
す
契
機
に
な

れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
東
京
理
科
大
学
並
び
に

東
京
理
科
大
学
山
口
短
期
大
学

卒
業
生
の
皆
様
方
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
開
発
部
長
・
神
田
勝
美

　

②
同
窓
歓
迎
会
＆
コ
ン
サ
ー

ト
:
体
育
館
15
:

00
〜
17
: 

00
。
参
加
費
３
千
円
▽
記
念
撮

影
▽
祥
子
コ
ン
サ
ー
ト
▽
伊
藤

紘
二
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と
祥
子

ソ
ン
グ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
お
楽
し
み
抽
選
ゲ
ー
ム

＊
共
催
:
理
窓
会
山
口
県
支
部

　

こ
う
よ
う
会
山
口
県
支
部

◆会場・日時

◆山口会場プログラム
　●  9：30～10：30　受付
　●10：30～10：50　開会挨拶、大学現状報告
　●10：50～11：20　進路状況報告・学修について
　●11：20～11：35　質疑・応答
　●11：35～12：20　休憩・保証人との懇談会
　●12：20～14：00　個別相談（希望者のみ）
　＊当日は、学園祭（竜王祭）を見学することができます

◆お問い合わせ先　山口東京理科大学　学務課
　　　　　　　　　TEL：0836・88・4505
　　　　　　　　　FAX：0836・88・3400
　　　　　　　　　E-mail：ygakumu@admin.tus.ac.jp

保証人懇談会を開催します

福岡会場では10月18日（土）に「八百治博多ホテル」で、また
岡山会場では10月19日（日）に「ホテルサンルート岡山」で、そ
れぞれ懇談会を催します。

山口会場：山口東京理科大学　11月22日（土）10：30～

　

本
学
と
学
校
法
人
江ご

う
の
川
学

園
江
の
川
高
等
学
校
（
島
根
県

江
津
市
：
宅
野
幸
徳
校
長
）

は
、
六
月
二
十
六
日
（
木
）、

教
育
・
研
究
に
関
す
る
交
流
協

調印を終えて握手する宅野校長左
と塚本学長右

島
根
県
の
江
の
川
高
と
交
流
協
定

し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
小

野
田
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
、
市
内
の
小
学
校
五・
六

年
生
約
九
百
十
人
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

中
継
授
業
に
先
立
ち
、
メ
イ

ン
会
場
で
は
、
国
立
極
地
研
究

所
の
神
山
孝
吉
教
授
に
よ
る
授

業
「
最
南
端
の
大
陸
と
地
球
環

境
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
山

教
授
は
、
地
球
環
境
の
大
切
さ

に
触
れ
な
が
ら
、
南
極
大
陸
で

起
こ
る
不
思
議
な
現
象
や
南
極

昭
和
基
地
で
の
活
動
に
つ
い
て

詳
し
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
極
昭
和
基
地
か
ら
の
中
継

授
業
が
開
始
さ

れ
る
と
、
児
童

た
ち
は
一
斉
に

歓
声
を
上
げ
、

浅
野
隊
員
か
ら

の
昭
和
基
地
の

紹
介
を
熱
心
に

聞
き
入
り
、
続

い
て
、
各
学
校

の
児
童
か
ら
次

々
に
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
南
極
で
は

濡
れ
た
タ
オ
ル

は
ど
う
な
る
の

か
」
と
い
う
質

問
で
は
、
マ
イ

ナ
ス
十
八
度
の

野
外
に
出
て
タ
オ
ル
を
振
り
回

す
実
験
を
行
い
、
実
際
に
凍
る

こ
と
が
分
か
る
と
、
各
会
場
か

ら
驚
き
の
声
や
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
、
児
童
た
ち
は
南
極
の
寒

さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
各
学
校
の
児
童
か

ら
リ
レ
ー
で
、
浅
野
隊
員
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
感
動
の
渦

の
中
、
南
極
教
室
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
南
極
教

室
は
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
注
目
も

高
く
、
県
内
の
テ
レ
ビ
局
や
新

聞
社
か
ら
多
く
の
取
材
が
あ
り

ま
し
た
。

ホームカミングデー’08ホームカミングデー’08
11／22：多彩な催し

第１回開催　多数の参加を

「
南
極
教
室
」に
湧
く
＝
小
野
田
小
学
校
で

宇宙実験　始まる！宇宙実験　始まる！
「きぼう」で河村教授提案の研究

筑波宇宙センターで宇宙実験の操作をする河村教授右
と上野講師左。手前の２人は参加した東京理大の院生

の
科
学
実
験
と
し
て
、
八
月

二
十
二
日
（
金
）
に
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

実
験
は
、
無
重
力
下
で
顕
著

に
現
れ
る
対
流
（
マ
ラ
ン
ゴ
ニ

対
流
）
に
関
す
る
研
究
で
、
東

　

本
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
（
東

京
理
科
大
学
兼
務
）
の
河
村
洋

教
授
が
代
表
研
究
者
と
し
て
準

備
を
進
め
て
き
た
実
験
が
、
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
実
験

棟
「
き
ぼ
う
」
に
お
け
る
最
初

目
を
輝
か
せ
て「
夢
合
宿
」

児
童
ら
サ
イ
エ
ン
ス
を
楽
し
む

　

七
月
二
十
六
日
（
土
）
〜

二
十
七
日
（
日
）
の
両
日
「
サ

イ
エ
ン
ス
夢
合
宿
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
諏
訪
地
域
を
は
じ
め

県
内
の
小
学
校
五
、六
年
生
と

そ
の
保
護
者
三
十
八
組
が
参
加

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
に
宿
泊
す
る
一
泊
二

日
の
日
程
で
、
も
の
づ
く
り
や

実
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
体
験
コ
ー
ス
で

は
、
空
き
缶
と
牛
乳
パ
ッ
ク
を

使
っ
て
ご
は
ん
を
炊
い
た
り
、

お
湯
の
中
に
結
晶
と
な
る
原
料

を
入
れ
、
そ
の
後
結
晶
の
成
長

の
様
子
を
観
察
す
る
実
験
や
、

Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
店
長

を
体
験
し
た
り
と
興
味
あ
る
コ

ー
ス
で
の
学
習
に
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
も
の
づ
く
り
コ
ー

ス
で
は
、
六
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
本
学
教
員
や
学
生
ス
タ

ッ
フ
の
手
ほ
ど
き
で
子
ど
も
た

ち
は
燃
料
電
池
車
や
ブ
ー
メ
ラ

ン
作
り
を
体
験
。「
ク
ッ
キ
ン

グ
パ
ラ
ソ
ル
」
の
講
座
で
は
簡

単
な
反
射
型
太
陽
調
理
器
（
ソ

ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
）
を
作
製
し

て
、
蒸
し
パ
ン
や
蒸
し
卵
な
ど

の
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

本
学
は
十
月
五
日
（
日
）、

父
母
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
懇
談
会
に
は
約
二
百
三
十

件
、
三
百
四
十
名
の
父
母
等
が

参
加
、
学
部
別
懇
談
会
や
個
別

懇
談
会
で
各
学
科
の
特
徴
や
理

念
、
学
生
の
本
学
で
の
様
子
に

つ
い
て
の
話
等
を
聞
き
ま
し
た
。

　

父
母
ら
の
大
学
へ
の
一
層
の

理
解
と
、
本
学
の
学
生
教
育
の

参
考
に
す
る
目
的
で
今
年
四
回

目
の
開
催
。
学
部
別
に
本
学
の

現
況
や
教
務
、
就
職
状
況
等
の

説
明
、
個
別
に
相
談
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
父
母
ら
は
自
然
に

囲
ま
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子

を
体
感
し
、
学
生
の
本
学
で
の

様
子
や
今
後
の
進
路
等
に
つ
い

て
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
全
体
会
で
は
「
環

境
」
を
テ
ー
マ
に
本
学
教
員
二

名
が
講
演
、
父
母
た
ち
は
本
学

で
の
環
境
に
関
す
る
話
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

在
校
生
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
賑
わ
う

平
成
20
年
度
父
母
懇
談
会
開
く

　

本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
と
し
て
七

月
二
十
七
日
（
日
）
と
八
月
二

日
（
土
）
の
二
日
間
に
わ
た
り

開
催
。
同
時
期
と
し
て
は
過
去

最
高
の
五
百
四
十
六
人
の
参
加

者
を
集
め
、
各
回
と
も
に
と
て

も
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

模
擬
実
験
や
模
擬
講
義
・
体

験
講
座
の
他
、
今
年
は
は
じ
め

て
全
研
究
室
を
公
開
し
、
在
校

生
が
研
究
内
容
を
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
推
薦
入
試
対
策
講

座
と
し
て
「
模
擬
面
接
」
を
企

画
。
さ
ら
に
、
保
護
者
向
け
に

大
学
周
辺
を
周
る
バ
ス
ツ
ア
ー

も
実
施
。
特
集
企
画
と
し
て

「
在
校
生
が
諏
訪
東
京
理
科
大

学
を
語
る
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
壇
上
の
在

校
生
は
自
身
の
受
験
体
験
談
や

進
路
決
定
の
き
っ
か
け
、
大
学

生
活
や
本
学
の
特
徴
な
ど
を
、

参
加
者
に
対
し
て
熱
く
語
り
ま

し
た
。

夢合宿でクッキングパラソルの実験

オープンキャンパスで回折格子を通して蛍光灯を見る参加者

　

衛
星
中
継
授
業
「
南
極
教

室
」
が
六
月
二
十
七
日
（
金
）、

南
極
昭
和
基
地
と
山
陽
小
野
田

市
内
全
小
学
校
（
十
二
校
）
と

の
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
南
極
教
室
は
、
本
学
と

山
陽
小
野
田
市
が
包
括
的
連
携

協
定
を
結
び
、
本
学
の
浅
野
比

助
教
が
、
第
四
十
九
次
日
本
南

極
地
域
観
測
隊
員
と
し
て
南
極

昭
和
基
地
に
赴
任
し
、
研
究
に

従
事
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
現

衛
星
中
継「
南
極
教
室
」

観
測
隊
員
・
浅
野
助
教
が
屋
外
実
験
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お
問
い
合
わ
せ

理
窓
会
事
務
局
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０
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０・０
７
２
５

E-m
ail : risokai@

adm
in.tus.ac.jp

第 1 7 1 号 東　京　理　科　大　学　報 2008年（平成20年）　10月17日（金） （ 8 ）

　東京理科大学と理窓会（同窓会）は、11月３日（月・祝）第３回ホームカミングデーを神楽坂キャンパスで開催します。神楽坂は、
102年前に本学の前身・東京物理学校が移って来た全同窓の“心の母校”。今回は地域の文化祭「神楽坂まち飛びフェスタ」にも協
賛、粋な街の催しも合わせて楽しめる各種イベント（下欄）が用意されています。ぜひ、ご参加ください。

◆当日受付登録者（卒業生、教職員、こうよう会会員）には外れなしの福引抽選券を差し上げます◆

【小柴昌俊先生記念講演】

演題：「ニュートリノ、ニュートリノ、そしてニュートリノ」

演題：“The good teacher explains, the superior teacher
　　　demonstrates, and the excellent teacher inspires.”

＊小柴昌俊（こしば・まさとし）先生のプロフィール
1926年愛知県豊橋市に生まれ、81歳。東京大学理学部卒業、東京大学教
授、素粒子物理国際センター長などを経て現在、財団法人平成基礎科学財
団理事長、東京大学特別栄誉教授、日本学士院会員。仁科記念賞、ノーベ
ル物理学賞など受賞

＊秋山仁（あきやま・じん）先生のプロフィール
1946年東京都生まれ、62歳。上智大学大学院理学研究科修了、理学博士、
数学者。東京理科大学教授などを経て現在、東海大学教育開発研究所所
長、NHKラジオ・テレビ講座講師、（財）平成基礎科学財団理事、（社）
全国幼児教育研究協会理事ほか

事前に申し込まれた同窓のグループの方々を対象に軽食と談話の場をご用意。

理科大卒業生（1987年理学部数学科）の桂歌助師匠＝写真＝をはじめ本学
落語研究会やコミカルパントマイム「tyu-3」が抱腹絶倒のひとときを。

【秋山仁先生記念講演】

●会場：5号館 B3Fアリーナ ●時間：12：00～

●会場：5号館B3Fアリーナ ●時間：14：00～

●会場：6号館2F　624教室 ●時間：15：10～

ノーベル物理学賞の小柴昌俊先生と数学者の秋山仁先生をお招きします。

●時間：11：30～、13：30～、15：30～●会場：9号館5F　951教室

学長、理窓会会長、同窓が集い、盛大に歓迎式典

＊聴講は事前申し込み制です。

in　神楽坂キャンパス  11月3日 月
・
祝(   ) 10：00～17：00参加無料・雨天決行

ホームカミングデー
みんなでつくる

新たな理科大ストーリー！

【祥子コンサート】

【中国雑技ステージ】重ねた椅子の上での倒立など妙技。

【テキサスラングラーズコンサート】独特のカントリーミュージックを。

【東京理科大学管弦楽団コンサート】総勢60名以上が迫力いっぱいの演奏。

■産学連携展 ■大学歴史展 ■数学・授業の達人 ■サイエンス夢工房 ■サイエンス・ライブショー
■卒業20・30・40年懇親会 ■アートギャラリー ■囲碁と憩いの広場 ■神楽坂ツアー　など。

素敵な賞品、空くじなし！
●会場：1号館玄関ホール ●時間：10：00～

●会場：5号館Ｂ3Ｆアリーナ ●時間：13：00～

●会場：5号館Ｂ3Ｆアリーナ ●時間：15：20～

●会場：5号館Ｂ3Ｆアリーナ ●時間：11：10～

●会場：5号館Ｂ3Ｆアリーナ ●時間：16：30～

卒業50年をお祝いして、昭和33年（1958年）以前に卒業された皆様をお招きし、旧交
を温める懇親会。※該当される方々には招待状をお送りいたします。

●時間：14：00～●会場：研究社ビルＢ2Ｆ大会議室

●時間：10：00～17：00●会場：1号館前野外広場、7～9号館前野外広場
もちつき大会、OB・OG＆現役サークルの各種発表会、縁日など次々。

　　　　　　　　  理科大卒業生（1990年理学部数学科）で
ある祥子さん＝写真。心温まるライブをご堪能ください。

北
京
五
輪
の
絢
爛
・
豪
快
な
開
・
閉

会
式
会
場
と
な
っ
た
「
鳥
の
巣
」。
一

風
変
わ
っ
た
外
見
の
幾
何
学
イ
メ
ー
ジ

を
現
実
化
し
た
の
が
菊
地
さ
ん
で
あ

る
。ス

イ
ス
の
建
築
事
務
所
に
勤
め
て
い

て
、
辞
め
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
頼

ま
れ
た
。
す
べ
て
が
曲
が
っ
て
い
る
、

厄
介
な
構
造
体
だ
っ
た
。
こ
れ
は
建
築

を
超
え
て
数
学
の
分
野
。
し
か
も
曲
面

幾
何
学
と
い
う
未
開
の
世
界
だ
っ
た
。

こ
こ
で
怖
い
の
は
、
設
計
図
を
手
で
書

く
こ
と
も
、
測
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ

と
だ
っ
た
。
建
築
に
携
わ
る
者
に
と

り
、
こ
れ
は
シ
ョ
ッ
ク
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
計
算
を
信
じ
る
し
か
な
か
っ

た
。
三
ヵ
月
間
、
三
次
元
モ
デ
ル
と
向

き
合
い
、
約
四
万
四
千
ト
ン
に
も
な
る

構
造
部
材
と
化
粧
部
材
を
調
整
し
、
曲

線
構
造
の
シ
ナ
リ
オ
を
完
成
さ
せ
た
。

菊
地
さ
ん
は
中
国
へ
行
っ
た
こ
と
が

な
い
。
自
分
の
作
品
は
テ
レ
ビ
で
見

た
。
作
品
に
は
大
い
に
自
信
が
あ
っ

た
。
だ
が
開
会
式
を
見
て
、
中
国
人
の

パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
た
。
建
築
は
人
が

作
る
も
の
だ
が
、
そ
こ
で
一
番

重
要
な
の
が
パ
ワ
ー
。
中
国
文

明
の
凄
さ
も
痛
感
し
「
中
国
人

が
す
べ
て
を
作
れ
ば
よ
か
っ

た
」と
の
強
い
印
象
を
持
っ

た
。ス

イ
ス
に
四
年
半
住
ん
だ
。

「
表
層
に
対
し
て
の
建
築
」「
ミ

ニ
マ
ム
な
建
物
」
が
特
徴
の
ス

イ
ス
建
築
が
、
フ
ィ
ー
バ
ー
し

て
い
た
最
中
だ
っ
た
。
そ
の
ス
イ
ス
で

三
十
一
歳
の
時
、
菊
地
さ
ん
は
変
わ

る
。
エ
ッ
シ
ネ
ン
湖
に
四
千
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
を
誇
っ
て
落
ち
込
む
絶
壁
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
そ
の
断
崖
を
手
で

触
る
と
、
当
然
な
が
ら
、
堅
く
、
動
か

ず
、
超
然
と
輝
い
て
い
た
。
美
し
い
建

築
物
を
作
り
た
い
。
そ
う
希
求
し
て
き

た
菊
地
さ
ん
は
、
ど
ん
な
美
し
い
建
築

も
自
然
に
は
か
な
わ
な
い
と
感
じ
た
。

目
に
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

美
し
い
も
の
を
創
造
す
る
に
は
、
作

ろ
う
と
す
る
気
持
ち
よ
り
、
見
る
能
力

が
大
切
だ
。
東
京
九
段
で
生
ま
れ
育
っ

て
、
都
会
し
か
知
ら
な
い
菊
地
さ
ん
に

ス
イ
ス
の
自
然
は
見
る
能
力
、
感
じ
る

能
力
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
れ
ば
、
作
る
こ

と
は
簡
単
で
あ
る
こ
と
を
、
静
か
に
語

り
か
け
て
い
た
。
そ
の
発
見
か
ら
建
築

一
本
だ
っ
た
人
生
に
、
野
鳥
観
察
と
い

っ
た
趣
味
も
加
わ
っ
た
。

学
生
時
代
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
批
判

す
る
な
ど
、
先
生
か
ら
見
て
厄
介
な
学

生
だ
っ
た
と
、
自
分
を
振
り
返
る
。
だ

か
ら
立
場
が
逆
転
し
た
今
、
同
じ
タ
イ

プ
の
学
生
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

ゆ
と
り
が
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
出
現
で
環
境
が
整
い
す

ぎ
、
今
の
学
生
は
何
を
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い

る
。学
生
に
は
不
便
さ
こ
そ
重

要
で
、新
し
い
こ
と
に
食
ら
い

つ
い
て
ゆ
く
、わ
が
ま
ま
さ
が
、

学
生
に
は
求
め
ら
れ
る
と
い
っ

て
、菊
地
さ
ん
は
笑
っ
た
。（
Ｋ
）

北京五輪のシンボル〝鳥の巣〟の
プロジェクトに参加した建築家 菊地　　宏さん

★略歴（きくち・ひろし）1972年東京千代田
区生まれ、96年工学部建築学科卒、98年同修
士課程修了。ヘルツォーク＆ド・ムーロン建
築事務所勤務を経て、現在、菊地建築設計事
務所主宰、本学非常勤講師。06年「松原ハウ
ス」で東京建築士会住宅建築賞奨励賞、グッ
ドデザイン賞受賞。

水
害
被
災
学
生
・
受
験
生
を
支
援

七
月
二
十
八
日
の
大
雨
（
富

山
県
・
石
川
県
）、
ま
た
八
月

二
十
八
日
（
木
）
か
ら
の
大
雨

（
名
古
屋
市
・
岡
崎
市
）
に
よ

る
災
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
本

学
で
は
、
右
記
の
災
害
に
よ
る

災
害
救
助
法
適
用
地
域
に
居
住

さ
れ
て
い
る
在
学
生
、
受
験
生

及
び
そ
の
家
計
支
持
者
を
対
象

に
授
業
料
等
の
減
免
措
置
を
講

じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
支
援
対
象
】

①
家
計
支
持
者
が
死
亡
ま
た

は
高
度
障
害
を
負
っ
た
場
合
、

ま
た
は
家
計
支
持
者
の
事
業
に

甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
場
合

②
家
屋
の
倒
壊
・
焼
失
・
床

上
浸
水
に
よ
り
半
分
以
上
が
使

用
不
可
と
な
っ
た
場
合

③
被
害
に
よ
り
学
費
の
支
弁

が
相
当
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合

＊�

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
在
学
生
に
対
す
る
支
援
】

被
災
し
た
在
学
生
に
は
、
被

害
の
程
度
に
よ
り
学
費
等
の
全

額
ま
た
は
一
部
を
免
除
し
ま

す
。
そ
の
他
、
奨
学
金
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細

は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
課

（
学
務
係
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
受
験
生
に
対
す
る
支
援
】

被
災
し
た
受
験
生
に
は
、
入

学
検
定
料
を
免
除
し
、
被
害
の

程
度
に
よ
り
学
費
等
の
全
額
ま

た
は
一
部
を
免
除
し
ま
す
。
詳

細
は
入
試
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
３・
５
２
２
８・
８
０
９
２
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

支
援
を
受
け
る
に
は
「
罹
災

証
明
書
」
等
が
必
要
で
す
。

　

東
京
理
科
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
も
本
年
で
第
三
回
目

に
な
り
、
開
催
場
所
を
野
田
キ

ャ
ン
パ
ス
か
ら
神
楽
坂
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
移
し
、
十
一
月
三
日

（
月
・
祝
日
）
に
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
は
交
通

の
便
で
は
申
し
分
な
い
で
す

受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名 受賞日
加藤　慎啓 理研・化学・博２ ポスター賞 European Conference on X-ray 

Spectrometry（EXRS）2008 6月19日

西本　一恵 基工研・材料・博３ Award for Best Student Presentation 第10回準結晶国際会議 7月11日

水澤　純基 工研・経工・修１ 奨励賞（浜田教授と共に受賞） SASユーザーフォーラム 7月24日

山口　祐貴 基工研・材料・修１ 最優秀賞 第24回日本セラミックス協会関東支部研究発表会 7月24日

岩瀬　顕秀 理研・化学・博３ ポスター賞 国際学会IPS-17 7月31日

今村　真子 理工研・機械・修１ 優秀賞 日本機械学会機素潤滑設計部門第14
回卒業研究コンテスト 8月4日

藤木　直子 理工研・機械・修１ 優秀賞 日本機械学会機素潤滑設計部門第14
回卒業研究コンテスト 8月4日

関澤　央輝 理工研・工化・博１ 優秀ポスター賞 日本化学会電気化学ディビジョン化学電池材
料研究会第22回講演会・夏の学校 8月8日

佐藤　宏征 工研・経工・修２ 最優秀論文賞 第３回Biostatisticsネットワーク 8月8日

石崎　浩司 理工研・工化・修１ 優秀ポスター賞 電気化学会関東支部第26回　夏の学校 8月28日

山本　紘司 理工研・情報・博3 最優秀報告賞 2008年度統計関連学会連合大会 9月9日

谷本　　智 工研・工化・修２ 優秀ポスター賞 The 14th International Conference 
on Solid State Protonic Conductors 9月11日

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧 （平20・6月～9月）

理

窓

会
だ
よ
り

が
、
大
き
な
会
場
が
準
備
で
き

な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
欠
点
を
補
う
た
め
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
並
列
的
に

開
催
し
、
参
加
者
は
自
分
の
好

み
、
混
雑
具
合
を
鑑
み
な
が

ら
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

特
別
企
画
と
し
て
、
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
小

柴
昌
俊
先
生
と
マ
ス
コ
ミ
界
で

も
ご
活
躍
の
秋
山
仁
先
生
の
記

念
講
演
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

サ
ー
ク
ル
の
現
役
の
学
生
や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
出
演
す
る
発
表
会

も
あ
り
、
皆
さ
ん
の
同
級
生
も

参
加
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
学
内
に
掲
示
す
る
ポ
ス
タ
ー

や
（
本
号
掲
載
内
容
）
を
ご
覧

下
さ
い
。

　

今
回
は
卒
業
生
の
他
に
、
教

職
員
、
諸
君
の
ご
父
兄
、
近
隣

住
民
の
方
々
に
呼
び
か
け
、
一

大
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
今
回
か
ら
手
作

り
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

モ
ッ
ト
ー
に
多
く
の
同
窓
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
参
加
者

の
お
出
迎
え
に
当
た
り
ま
す
。

小
柴
先
生
の
講
演
は
事
前
申
し

込
み
制
で
す
が
、
他
の
イ
ベ
ン

ト
は
無
料
・
参
加
自
由
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
楽
し
む
と
同
時
に
、
先
輩

方
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

運
営
す
る
姿
を
み
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

＊ 

理
窓
会
：
本
学
卒
業
生
が
自

動
的
に
加
入
す
る
同
窓
会
。

大
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
参
加
を
幹
事
長

 

児
島
　
　

紘


